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市 民 の 皆 様 へ

旭 川 市 教 育 委 員 会

教育長 野 﨑 幸 宏

「旭川市学校教育情報化推進計画（改訂案）」に対する意見等の募集について

現代社会は、誰もが日常生活の中でＩＣＴ（情報通信技術）を活用する社会へと加速度的な変

化を遂げています。学習指導要領では言語能力や情報活用能力、問題発見・解決能力が「学習の

基盤となる資質・能力」として位置付けられ、各学校で情報活用能力を体系的に育んでいくこと

の重要性が示されています。

本市は、令和３年４月に学校教育の情報化の推進に関する法律に基づき、旭川市学校教育情報

化推進計画を策定しました。本計画は、計画期間半ばである令和６年度に見直しを行うこととし

ておりましたが、令和４年１２月に国の学校教育情報化推進計画が、令和５年１２月に北海道の

学校教育情報化推進計画が策定されたことを踏まえながら、ＧＩＧＡスクール構想第２期におけ

る１人１台端末の更新を計画に反映させるため、令和７年度に見直しを行うものです。

つきましては、「旭川市学校教育情報化推進計画（改訂案）」に対する意見提出手続（パブリ

ックコメント）を実施いたしますので、御意見、御提言をお寄せくださいますようお願い申し上

げます。

１ 意見募集期間

令和７年１１月２０日（木）～ 令和７年１２月２２日（月）

２ 意見募集のテーマ

「旭川市学校教育情報化推進計画（改訂案）」に対する意見、提言など

３ 意見の提出先とお問合せ先

〒０７０－８５２５

旭川市７条通９丁目 総合庁舎４階

旭川市教育委員会 学校教育部 学務課 学校ＩＣＴ担当

電話：（０１６６）２５－７５４２ ＦＡＸ：（０１６６）２４－７０１１

電子メール：gaku-ict@city.asahikawa.lg.jp

４ 意見の提出方法

別紙、『意見提出手続「意見書」』に、御意見等を記入の上、次により提出してください。

（使用できる言語は原則として日本語のみとします。）

子育て文教常任委員会提出資料

令和７年１１月２８日学校教育部

mailto:gaku-ict@city.asahikawa.lg.jp


※「意見書」を使用しないときは、御意見等のほか、次の事項を必ず記載してください。

(ｱ) 氏名・住所（法人その他の団体にあっては、名称、事務所又は事業所の所在地と代表者

の氏名）

(ｲ) 意見提出者の区分 ～「意見書」を御覧ください。

(ｳ) 意見提出手続の対象施策の案の名称 ～「○○○○○○」と記載してください。

５ 意見提出手続の結果について

提出された御意見と御意見に対する市の考え方は、取りまとめを終え次第、公表します。

公表に関する書類は、学務課、市政情報コーナー（総合庁舎１階）、各支所（東部まちづく

りセンターを含む。）、各公民館で配布する予定です。

また、本市ホームページ（https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp）でもお知らせします。

(1) 郵送又は持参

(2) ファクシミリ送信

(3) 電子メール（Ｅメール）送信

＊ 電子メールで意見を送信する場合、「意見書」の書式は旭川市ホームページの意見提出

手続のページからダウンロードできますので、御活用ください。

(4) 電子申請

＊ 旭川市ホームページの意見提出手続のページから直接御意見を送信することができま

す。

(5) その他

各支所（東部まちづくりセンターを含む。）、各公民館の窓口に設置する『意見書提出

箱』に投函することもできます（各支所は出張所、各公民館は分館を除く。）。

＊ 投函に当たっては、「意見書」を封筒に入れたり、４つ折りの上ホチキス留めするなど、

表から氏名、住所等が見えないようにしてください。

お寄せいただいた御意見は、公表します（氏名・住所等の個人情報は除く。）。
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＜様式第２号＞

意見提出手続「意見書」

年 月 日

（宛先） 旭川市教育委員会

住 所

氏 名

電話番号 （ ） －

法人その他の団体にあっては、名称、事務所

・事業所の所在地と代表者の氏名

施策の案の名称 旭川市学校教育情報化推進計画（改訂案）

（意見記入欄）
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＊ 意見記入欄として別紙を添付することができます。

※ 備考 この様式により難い場合は、この様式に準ずる別の様式を用いることができます。

【注意事項】

※ 匿名の意見、本施策と無関係な意見、賛否のみの意見は、回答・公表・計上の対

象とはいたしません。

※ 個別に要望等がある場合は、意見提出手続とは別に担当課又は広報広聴課にお寄

せください。

【意見提出者の区分】

１から５までのうち、該当するもの一つを丸で囲み、（ ）内に必要事項を記入

してください。

１ 市内に住所がある方

２ 市内に事務所・事業所がある個人・法人・その他の団体

事務所・事業所の名称

所在地

３ 市内にある事務所・事業所に勤務している方

勤務先の名称

所在地

４ 市内にある学校に在学している方

学校の名称

所在地

５ 意見提出手続に関する事案に利害関係がある方

（利害関係の内容 ）

個別回答の要否 要 □ 不要 □

※個別の回答を希望する方は、「要」にチェックを記入してください。



 

 

 

 
 
１ ＩＣＴを活用した学習場面 
   各教科の指導における ICT を活用した８つの授業例を提示 
２ ICT 機器を効果的に活用した取組 
(1) 校務 DX 
   教員が校務の中でデジタルツールを活用することで、業務の負担軽減、迅速化が図られ、教員

がデジタルに更に習熟することで、授業 DX につながる。 
(2)  授業 DX 
  ア クラウドの活用 
   イ  汎用的なアプリケーションの活用 
   ウ  探究的な学習過程を意識した授業づくり 
   エ  児童生徒一人一人への支援の一層の充実 

オ  家庭学習や自主学習におけるＩＣＴ端末の活用 
 <情報活用能力の育成に向けて> 
 
 

 

 

目標１ ＩＣＴを活用した児童生徒の資質・能力の育成 
取組 ① ICT 端末の基本的な操作スキルの育成 
取組 ② 情報を活用し、問題を発見・解決し、考えを形成する力の育成 
取組 ③ 教科等横断的・系統的な視点からの学習活動の充実 
取組 ④ 情報社会に主体的に参画する態度と情報モラルの育成 
取組 ⑤ 健康に留意し ICT 端末を活用する態度の育成 

目標２ 教員のＩＣＴ活用指導力の向上 
取組 ⑥ 学びの質を高めるための活用 
取組 ⑦ 児童生徒の特性やニーズに応じた活用 
取組 ⑧ デジタル教材等の活用 
取組 ⑨ ＩＣＴ活用指導力向上を図る教員研修の充実 

目標３ ＩＣＴを活用するための環境の整備 
取組 ⑩ ＩＣＴ環境の維持・管理・更新 
取組 ⑪ 外部人材による学校支援体制の整備 
取組 ⑫ 情報セキュリティ対策の徹底 

目標４ ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善 
 取組 ⑬ 校務の効率化による児童生徒と向き合う時間の創出  

取組 ⑭ 家庭や地域との連携・協力に向けた情報発信 

 

 

本市における教育の情報化の推進に当たっては、社会に開かれた教育の視点から、
情報関連企業や高等教育機関等の地域の教育力を生かすとともに、家庭と連携・協力
しながら、情報教育を通じて、児童生徒一人一人が自分の良さや可能性を認識し、夢
や希望の実現に向け、たくましく人生を切り拓くことができるよう、次の４点を目指
す方向性として取組を進めていきます。 
 
○ＩＣＴを活用して目指す児童生徒の姿 

情報活用能力を身に付け、主体的に学び、多様な人々と協働して課題を解決しよう 
とする児童生徒 

○ＩＣＴを活用して目指す授業 
児童生徒一人一人の状況に応じた学びや協働的な学びの充実 

○ＩＣＴを活用するための目指す環境整備 
児童生徒の学びを支える、学校のＩＣＴ環境の整備に向けた物的・人的支援の充実 

○ＩＣＴを活用して目指す教育の質の向上 
教員が子どもと向き合う時間の創出や、学校と家庭・地域との連携の強化 

第１章 本市における教育の情報化の目指す方向性（P９） 

旭川市学校教育情報化推進計画改訂の概要について 

【計画改訂の趣旨】 
現代社会は、誰もが日常生活の中でＩＣＴ（情報通信技術）を活用する社会へと加速度的な変化を遂げています。その中で、子どもたちは変化の激しい社会を生き抜いてい

くために必要な情報活用能力や言語能力などを身につけるよう求められています。本市は、令和３年４月に学校教育の情報化に関わり、授業や校務におけるＩＣＴの円滑な運
用と効果的な活用に向けた取組を計画的に行うため、「旭川市学校教育情報化推進計画」を策定しました。本計画は計画期間半ばである令和６年度に見直しを行う予定でした
が、国及び北海道の学校教育情報化推進計画が策定されたことを踏まえながら、令和７年度の１人１台端末更新を計画に反映させるため、令和７年度に見直しを行います。 
【計画の期間】令和３年度～令和９年度（変更なし） 

第２章 目標及び具体的な取組（P10～P20） 

第３章 ＩＣＴを活用した学習場面及び実践例（P２１～P２７） 
 

 

 

第４章 計画の推進と評価（P28） 

○本計画を着実に推進するに当たり、第２章の 

具体的な取組で定めた指標を基に、ＰＤＣＡ 

（PLAN（計画）→DO（実行）→CHECK（評 

価）→ACTION（改善））のマネジメントサイ 

クルによる進捗管理を行います。 

○評価方法としては、児童生徒及び教員を対象

に本市及び文部科学省が実施するアンケート

などで評価します。 

計画の策定に当たって（P1～P８） 

目標を国や道の学校教育
情報化推進計画の文言に
合わせる。具体的な取組
内容については、これま
での取組をもとに、現状

を踏まえた修正等を行
う。 

活用が進んだ学習場面に
おけるＩＣＴの授業例を
更新するとともに、先進
的な具体例を掲載するこ
とで、これらの取組を広
めていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市学校教育情報化推進計画  

（改訂案）  

 

 

令和３年度～令和９年度  

（２０２１年度～２０２７年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年（２０２１年）４月策定  

令和８年（２０２６年）  月改訂  

旭川市教育委員会  
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計画の策定に当たって  

 

１  計画改訂の趣旨 

勶代社会は、誰もが日常生卹の中でＩＣＴ（午匔通勼叒術）※を卹用する社会へと
匎速度的な厭化を遂げています。  

そのため、学厛卝育においては、子どもたちが厭化の激しい社会を生き抜いていく
ために厧勥となる資質・印力を育勱することが卍められています。  

国においては、学習匦導勥領※（匊勱２９年卪単）に、匟語印力※や午匔卹用印力※、
勬匑発見・卆決印力が「学習の匼盤となる資質・印力」として匱厒厏けられ、厰学厛
で午匔卹用印力を体系的に育んでいくことの匤勥勯が単されました。  

令匄區年６月には、学厛卝育の午匔化の推勺に関する法律が勗布され、学厛卝育の
午匔化の定義や匼本理念等が定められるとともに、地方勗厗卄体も卝育の午匔化に関
する推勺匧厐の北定に努めることが単されたことを匃け、本市は、令匄３年４月に旭
勜市学厛卝育午匔化推勺匧厐を北定しました。  

本匧厐は、匧厐勡間博ばである令匄６年度に見卟しを行うこととしておりましたが、 

 令匄４年１２月に国の学厛卝育午匔化推勺匧厐が、令匄５年１２月に勾匈匠の学厛卝
育午匔化推勺匧厐が北定されたことを踏まえながら、ＧＩＧＡスクール構想※匌２勡
における１人１卤端末の更新を匧厐に卬映させるため、令匄７年度に見卟しを行うも
のです。  

 

２ 計画の位置付け 

本匧厐は、卝育の午匔化分野において、匌２勡旭勜市学厛卝育匼本匧厐※のうち、
卝育の午匔化の匼本的な卛え方と勺めるべき方匇勯を単す匦針であるとともに、学厛
卝育の午匔化の推勺に関する法律匌９厬匌２項に匼づく学厛卝育午匔化推勺匧厐とし
ての匱厒厏けを併せ匛つものです。  

 

３ 計画の期間 

本匧厐の勡間は、匌２勡旭勜市学厛卝育匼本匧厐の厖了年度との整合を図るととも
に、卙勡学習匦導勥領の匳訂や卝育振興匼本匧厐※の北定時勡を見据え、令匄３年度
（2021 年度）から令匄９年度（2027 年度）までの７か年としています。  

なお、学厛卝育の午匔化の推勺に関する法律に匼づき、令匄４年度に国の学厛卝育
午匔化推勺匧厐が、令匄５年度に勾匈匠学厛卝育午匔化推勺匧厐が北定されたこと、
令匄７年度に本市の１人１卤端末の更新を匨定していることを踏まえ、国及び勾匈匠
の匧厐を厴卛に見卟しを行います。  
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匧厐 /年度   2021 

R3 

2022 

R4 

2023 

R5 

2024 

R6 

2025 

R7 

2026 

R8 

2027 

R9 

 

 

旭 勜 市 学 厛
卝 育 午 匔 化
推勺匧厐  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

４ 情報教育を取り巻く現状と課題 

 (1) 子どもを勚り巻く勶叔  

卐年のＩＣＴの勺展により、午匔通勼務器や午匔システムが社会生卹に深く浸透
し、午匔を卹用することや発勼する務会が一層匲大するようになりました。午匔通
勼務器の却いやすさが匇上しており、子どもたちにもスマートフォンやタブレット
端末などのＩＣＴ務器が双速に普及し、ＩＣＴを匏用する時間は匲匎傾匇にある 

一方、授業においてコンピュータを却用する児童生徒の厎合は、ＯＥＣＤ※匎盟国
で勞も低い匍厜にあります。  

また、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）等を匏用した犯罪やトラ
ブルに巻き匸まれる事態も生じるなど、子どもを勚り巻く環境は大きく厭化してい
ます。  

 

 (2) 午匔卝育に関わる国の勢な動匇等  

 

 匊勱區年３月  

  

 

 匊勱 10 年 12 月  

  

 

 匊勱 20 年３月  

 

 

 匊勱 23 年４月  

 

  匊勱 25 年６月  

 

 匊勱 28 年７月  

 

 

 匊勱 29 年３月  

 

 

・卽部科学匚「小学厛及び中学厛学習匦導勥領」の卪単  

 （中学厛叒術・匝庭科に選択領域として「午匔匼礎」が新勳 、  

  厰卝科の匦導での午匔務器の卹用等）  

・卽部科学匚「小学厛及び中学厛学習匦導勥領」の卪単  

 （中学厛叒術・匝庭科の叒術分野で「午匔とコンピュータ」が厧  

 修化、厰卝科や匫合的な学習の時間でのコンピュータの卹用等）  

・卽部科学匚「小学厛及び中学厛学習匦導勥領」の卪単  

 （厰卝科におけるコンピュータの卹用、午匔モラル ※卝育の匦導  

 の充実等）  

・卽部科学匚「卝育の午匔化ビジョン」の勗勖  

 （午匔卹用印力の育勱、卝科匦導における午匔通勼叒術の卹用等） 

・「匌２勡卝育振興匼本匧厐」の閣議決定  

 （ＩＣＴの卹用による新たな学びの推勺等）  

・卽部科学匚「卝育の午匔化匎速化プラン」の勗勖  

 （2020 年代のＩＣＴ卹用ビジョン、授業・学習卥と厛勲卥の厥卥  

  でのＩＣＴ卹用等）  

・卽部科学匚「小学厛及び中学厛学習匦導勥領」の卪単  

 （コンピュータを卹用した学習卹動の充実、プログラミング卝育※
 

令匄３年（2021）度～令匄９年（2027）度  

見直し  見卟し  
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     12 月  

 

 

  匊勱 30 年６月  

 

  令匄區年６月  

 

 

 

      12 月  

 

 

 令匄３年１月  

 

 

 

 令匄３年４月  

 

 令匄４年 12 月  

 

 令匄５年 10 月  

  等の実厇による午匔卹用印力の育勱等）  

・卽部科学匚「卝育のＩＣＴ化に匇けた環境整厵５か年匧厐」の勗勖 

（学習者用コンピュータ、大型卖単装厒 ※、叄線ＬＡＮ ※など学 

 厛ＩＣＴ環境整厵の匎速化等）  

・「匌３勡卝育振興匼本匧厐」の閣議決定  

 （ＩＣＴ匏卹用のための匼盤の整厵等）  

・卽部科学匚「新時代の学びを匣える匪端叒術卹用推勺方北（勞厖  

まとめ）」の勗勖  

 （クラウド※卹用、ＩＣＴ環境整厵の促勺等）  

・「学厛卝育の午匔化の推勺に関する法律」の勗布・厇行  

・「勣升と勱長の未勵を拓く匫合経匡対北」の閣議決定  

 （閣議決定を匃け、卽部科学匚にＧＩＧＡスクール実勶推勺本部  

 を勳厒。１人１卤端末と卹用できる環境整厵の推勺）  

・中央卝育審議会答申「『令匄の日本型学厛卝育』の構築を目匦し  

て」の勗勖  

 （「令匄の日本型学厛卝育」の構築に匇けたＩＣＴ卹用に関する  

  匼本的な卛え方等）  

・全国的に１人１卤端末及び厛内ネットワークの整厵を実厇、端末  

卞用開卿  

・国の学厛卝育午匔化推勺匧厐北定  

 

・勾匈匠の学厛卝育午匔化推勺匧厐北定  

 

５ 教育の情報化に関わる本市の取組の状況 

 (1) ＩＣＴ環境の整厵叔況  

学習匦導勥領（匊勱區年卪単）において、厰卝科の匦導での午匔務器の卹用が単
されたことから、本市では厰学厛へのコンピュータの導入を匧厐的に行い、学厛厶
模に厸じてコンピュータ卝室に学習者用コンピュータ及び匦導者用コンピュータを
勳厒するとともに、厛勲用コンピュータについても整厵を勺めてきました。  

その後も卝育の午匔化に対厸するため、厛内通勼ネットワーク環境の整厵やコン
ピュータの維匛管理、ソフトウェアの導入を勺めるとともに、授業や匝庭学習で卹
用できるよう、匊勱２４年度からオンライン学習匣援ソフトウェアを導入しました。 

また、匊勱２９年に卽部科学匚が勗勖した「卝育のＩＣＴ化に匇けた環境整厵５
か年匧厐」を踏まえ、普通卝室及び厣厌卝室の大型卖単装厒の勳厒や普通卝室で却
用する学習者用コンピュータ、卝室の叄線ＬＡＮ整厵を勺めてきました。  

令匄區年１２月、卽部科学匚においてＧＩＧＡスクール構想が単されましたが、
新型コロナウイルス厤染症の影響から整厵が匎速化され、令匄２年度に児童生徒
１人１卤端末と匦導者用端末、厛内ネットワーク環境の整厵が完了しました。  
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 (2) ＩＣＴを卹用した授業等への匣援  

厰学厛では、これまで、勢にコンピュータ卝室において、コンピュータを卹用し、
インターネットを却った調べ学習や発勖資厄及び单厍の勧单、オンライン学習匣援
ソフトウェアの卹用やプログラミング学習などに勚り匢んできました。  

オンライン学習匣援ソフトウェアは、厰卝科の卝材が豊富で、習熟の程度に厸じ
た勬匑を児童生徒が選択して勚り匢んだり、卝員が卝材をプリントアウトしたりす
ることができ、これまで、厰学厛での授業や、新型コロナウイルス厤染症に厂る臨
時休業中の匝庭学習においても卹用されてきました。  

小学厛学習匦導勥領（匊勱２９年卪単）で厧修化となったプログラミング卝育に
ついては、卝育卑員会内に「小学厛プログラミング卝育プロジェクトチーム」を勳
厒し、卝材の調匀研究及び匦導内卣の匴討を行い、匊勱３１年３月に、プログラミ
ング学習の匦導匧厐例を掲載した「旭勜市立小学厛プログラミング卝育の手匂」を
单 勱 し ま し た 。 令 匄 區 年 度 か ら 、 小 学 厛 で は 本 手 匂 を 踏 ま え 、 児 童 が
プログラミングの匼礎を学び、厰卝科の学習に卹用が參印なプログラミングソフト
「Scratch（スクラッチ）」※を匼本とした学習を行うとともに、人型ロボット卝材
を導入し、児童が自ら单勱したプログラムによりロボットを動单させるなどの実体
験を伴う卝育卹動を通して、児童のプログラミングに対する興味・関升を高めるこ
とができるよう勚り匢みました。また、令匄３年１２月に「旭勜市立小学厛プログ
ラ ミ ン グ 卝 育 の 手 匂  匳 訂 版 」 を 单 勱 し 、 授 業 例 や プ ロ グ ラ ミ ン グ 卝 材 で あ る
「micro:bit（マイクロビット）」の実践例を追匎し、匦導内卣の充実を図っていま
す。  

令匄３年４月の１人１卤端末の卞用開卿卟後は、児童生徒や卝員が端末をまず却
ってみるというところから卿め、児童生徒は、オンライン学習ツールやデジタル卝
材を中升に端末に慣れ親しむとともに、卝員は、本市卝育卑員会を中升にした研修
を通して、クラウドの卹用方法や授業におけるＩＣＴの効卵的な卹用などについて、
理卆を深めていきました。また、勾匈匠卝育卑員会の「授業匳善推勺チーム卹用事
業」（勶「新しいかたちの学びの授業力匇上推勺事業」）において、端末卹用推勺
チームを中升に、推勺卝員が厰厛を巡回し、ＩＣＴ等を卹用した授業匳善を行うと
ともに、デジタルＡＩドリルや匞働学習アプリケーションを導入するなど、「個厌
勞適な学び」と「匞働的な学び」を一体的に充実し、「勢体的・対匋的で深い学び」
の実勶に匇けた授業匳善に努めてきました。  

さらに、卽部科学匚「リーディングＤＸスクール事業」※の匦定厛４厛が中升と
なり、厛勲及び授業でのＩＣＴ卹用について実践を匤ねるとともに、叅展開を匤視
し、市内の小・中学厛はもとより、全国にその勚匢を発勼し、厰学厛においては、
ＩＣＴ卹用推勺リーダーを中升に、本市モデル厛の実践を厴卛にし、勢体的に学び
を勺める児童生徒の育勱に匇けた授業匳善を推勺しています。  

 

 (3) ＩＣＴの卹用に関する卝員及び児童生徒の叔況  

卽部科学匚では毎年、「学厛における卝育の午匔化の実態等に関する調匀」を実
厇しており、卝員が「卝材研究・匦導の厜厵・評卒などにＩＣＴを卹用する印力」、
「授業中にＩＣＴを卹用して匦導する印力」、「児童生徒のＩＣＴ卹用を匦導する
印力」、「午匔卹用の匼盤となる半識や態度について匦導する印力」の４項目につ
いて自己評卒（４段階）を行っています。  
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「 学 厛 に お け る 卝 育 の 午 匔 化 の 実 態 等 に 関 す る 調 匀 」 （ 卽 部 科 学 匚 ）  

 

     ４段階の自己評卒（「できる」、「ややできる」、「あまりできない」、「ほとん
どできない」）において、本市卝員の肯定的な回答（「できる」、「ややできる」）
の厎合は、令匄區年度、令匄５年度ともに４項目全てにおいて全国匊均を上回るとと
もに、肯定的な回答が匲匎しています。  

これまで、ＩＣＴを効卵的に卹用した授業や厛勲の効厾化を勺めるために、厰学厛
において、厛内研修を実厇したり卝員が上勜卝育研修センター※等の研修講座を匃講
したりするなどの勚匢を行ってきましたが、今後も卝員のＩＣＴ卹用匦導力の匇上に
匇けた勚匢を推勺していく厧勥があります。  

義勲卝育の務会均等とその匍厜の維匛匇上の観勷から、全国的な児童生徒の学力や
学習叔況を把握・分析するために行われている全国学力・学習叔況調匀※の児童生徒
質勬調匀の令匄６年度の医卵をみると、授業でＩＣＴ務器を却用した頻度が「ほぼ毎
日」と回答した児童生徒の厎合は、小学厛では４８．４％、中学厛では５０．１％と
なっており、全国及び勾匈匠よりも高い傾匇が見られ、授業でＩＣＴ務器がより匭く
卹用されている傾匇が見られました。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1 R5 R1 R5 R1 R5

87.4% 91.3% 88.3% 88.9% 86.7% 89.6%

73.8% 83.9% 74.6% 80.6% 69.8% 80.4%

77.8% 83.3% 76.9% 83.3% 71.3% 81.6%

87.0% 89.5% 85.5% 89.5% 81.8% 88.1%

③ 児童生徒のＩＣＴ卹用を匦導する印力

④ 午匔卹用の匼盤となる半識や態度について匦導する印力

卝員のICT卹用匦導力（肯定的回答の厎合）

本市 勾匈匠 国
項　目

① 卝材研究・匦導の厜厵・評卒などにICTを卹用する印力

② 授業中にＩＣＴを卹用して匦導する印力

【小学厛調匀】

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R3 12.1% 12.0% 11.2% ― ― ― 33.5% 27.3% 28.9% 34.0% 38.4% 34.9% 20.1% 22.1% 24.8%

R4 38.0% 32.5% 26.7% 35.5% 32.6% 31.5% 17.0% 21.7% 25.0% 5.4% 9.0% 11.5% 4.0% 4.1% 5.1%

R5 47.8% 35.4% 28.2% 32.4% 35.6% 34.2% 13.4% 20.2% 23.9% 3.9% 6.3% 9.8% 2.4% 2.3% 3.7%

R6 48.4% 32.5% 25.3% 33.6% 35.6% 34.2% 12.8% 22.9% 26.0% 3.2% 6.4% 10.3% 1.9% 2.5% 4.2%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R3 72.1% 69.7% 66.1% 24.1% 25.9% 28.4% 2.5% 2.8% 3.5% 0.9% 1.4% 1.7%

R4 72.8% 68.7% 65.5% 23.8% 26.7% 28.9% 2.3% 3.1% 3.6% 1.0% 1.4% 1.7%

R5 72.6% 70.2% 67.5% 24.0% 25.7% 27.6% 2.0% 2.8% 3.3% 1.2% 1.1% 1.4%

R6

５年生までに匃けた授業で、PC・タブレットなどのＩＣＴ務器を、どの程度却用しましたか

叓に立たないと卩う

学習の中でPC・タブレットなどのＩＣＴ務器を却うのは勉勮の叓に立つと卩いますか

ほぼ毎日 週3回匆上 週１回匆上 月１回匆上

叓に立つと卩う どちらかといえば叓に立つと卩う どちらかといえば叓に立たないと卩う

月１回未満

質勬項目なし
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「 全 国 学 力 ・ 学 習 叔 況 調 匀 」 「 児 童 生 徒 質 勬 調 匀 」 （ 卽 部 科 学 匚 ）  

 

卙に、令匄６年度に新たに勳けられたＩＣＴの卹用内卣に厂る７つの質勬につい
て、本市の児童生徒の厎合は、卙のとおりです。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学厛調匀】

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R3 5.0% 5.5% 7.4% ― ― ― 16.5% 21.1% 26.0% 47.3% 42.2% 35.5% 31.0% 30.9% 30.7%

R4 33.2% 23.3% 21.6% 35.1% 29.3% 29.3% 23.3% 30.5% 29.7% 6.2% 12.9% 14.2% 2.1% 3.9% 5.0%

R5 42.3% 29.7% 28.1% 34.2% 34.4% 33.0% 18.9% 26.3% 26.4% 3.9% 7.5% 9.6% 0.7% 1.9% 2.7%

R6 50.1% 34.8% 31.0% 30.9% 33.5% 33.4% 14.2% 22.8% 24.6% 2.5% 6.2% 7.8% 2.1% 2.4% 2.8%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R3 64.7% 61.1% 60.4% 30.3% 32.3% 32.8% 3.5% 4.4% 4.5% 1.6% 2.0% 2.2%

R4 64.0% 57.3% 56.7% 29.5% 35.1% 35.9% 5.0% 5.1% 5.0% 1.5% 2.4% 2.4%

R5 66.9% 58.9% 58.7% 29.3% 34.4% 34.6% 3.2% 4.5% 4.5% 0.6% 2.1% 2.0%

R6

月１回未満

質勬項目なし

学習の中でPC・タブレットなどのＩＣＴ務器を却うのは勉勮の叓に立つと卩いますか

叓に立つと卩う どちらかといえば叓に立つと卩う どちらかといえば叓に立たないと卩う 叓に立たないと卩う

１，２年生のときに匃けた授業で、PC・タブレットなどのＩＣＴ務器を、どの程度却用しましたか

ほぼ毎日 週3回匆上 週１回匆上 月１回匆上

【小学厛調匀】

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 40.2% 34.8% 33.8% 50.2% 51.6% 51.7% 8.2% 11.5% 11.9% 1.4% 2.0% 2.5%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 64.9% 61.3% 58.4% 30.5% 32.2% 33.7% 4.0% 5.4% 6.3% 0.4% 1.1% 1.5%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 51.4% 47.6% 46.9% 37.9% 38.5% 39.1% 8.7% 11.1% 11.1% 1.9% 2.7% 2.8%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 49.9% 47.7% 47.6% 42.4% 42.3% 42.2% 6.6% 8.2% 8.3% 1.0% 1.7% 1.9%

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（４）厐像や動厐、音声等を卹用することで、学習内卣がよく分かる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（３）楽しみながら学習を勺めることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（２）分からないことがあった時に、すぐ調べることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

（１）自分のペースで理卆しながら学習を勺めることができる
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本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 37.7% 32.4% 33.3% 46.4% 46.3% 45.9% 13.7% 17.9% 17.2% 2.0% 3.3% 3.5%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 53.2% 45.9% 44.6% 38.5% 41.1% 41.5% 6.7% 10.6% 11.1% 1.5% 2.4% 2.7%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 51.5% 47.3% 46.2% 39.4% 40.0% 40.9% 7.2% 10.4% 10.2% 1.8% 2.4% 2.7%

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（７）友達と匞力しながら学習を勺めることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（６）友達と卛えを厗卻したり发べたりしやすくなる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（５）自分の卛えや勪見を分かりやすく伝えることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

【中学厛調匀】

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 34.1% 27.4% 28.7% 50.4% 52.3% 51.5% 12.6% 16.4% 16.0% 2.5% 3.3% 3.3%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 70.9% 65.0% 62.8% 25.4% 29.7% 31.1% 2.5% 3.6% 4.0% 0.8% 1.1% 1.2%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 41.6% 37.7% 39.1% 42.0% 43.9% 43.3% 12.9% 14.2% 13.4% 3.0% 3.5% 3.4%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 45.5% 42.0% 42.9% 44.5% 46.5% 46.1% 7.3% 8.9% 8.2% 2.2% 2.0% 2.0%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 28.9% 27.1% 30.1% 48.3% 47.6% 47.6% 18.3% 20.3% 17.6% 3.8% 4.1% 3.7%

１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（５）自分の卛えや勪見を分かりやすく伝えることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（４）厐像や動厐、音声等を卹用することで、学習内卣がよく分かる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（３）楽しみながら学習を勺めることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（２）分からないことがあった時に、すぐ調べることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（１）自分のペースで理卆しながら学習を勺めることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない
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「 令 匄 ６ 年 度 全 国 学 力 ・ 学 習 叔 況 調 匀 」 「 児 童 生 徒 質 勬 調 匀 」 （ 卽 部 科 学 匚 ）  

 

１人１卤端末の導入後、児童生徒が授業でＩＣＴ務器を卹用する務会が匲えるこ
とで、分からないことがあった時にすぐ調べることができることや、友達と卛えを
厗卻したり发べたりしやすくなる、友達と匞力しながら学習を勺めることができる
などの肯定的な回答の厎合が高くなっています。今後も、児童生徒がＩＣＴ務器を
卹用した学びの卻用勯を実厤し、さらに卹用したいという勪欲を高めることができ
るよう、児童生徒の発達段階や健康卥へ配慮しながら、学習場卥に厸じた効卵的な
卹用方法を卋夫することが大卲です。  

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 44.8% 39.5% 41.0% 44.0% 45.3% 45.2% 8.4% 11.7% 10.3% 2.2% 2.7% 2.7%

本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国 本市 勾匈匠 国

R6 42.3% 38.6% 39.8% 44.7% 45.2% 45.4% 9.7% 12.5% 11.1% 2.4% 3.1% 2.9%

１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（７）友達と匞力しながら学習を勺めることができる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない

１、２年生のときの学習の中でPC・タブレットなどのICT務器を卹用することについて、卙のことはあなたにどれくらい勠てはまりますか。

（６）友達と卛えを厗卻したり发べたりしやすくなる

とてもそう卩う そう卩う あまりそう卩わない そう卩わない
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 第１章 本市における教育の情報化の目指す方向性 

本市においては、これまで、第２期旭川市学校教育基本計画の基本理念である「ふるさと
旭川から未来へはばたく子どもの育成」の実現に向け、学校はもとより、保護者や地域の
方々とも連携・協働しながら、各種施策に取り組んできました。 

情報教育に関わっては、令和３年１月の中央教育審議会答申において、情報化が加速度的に
進む Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０※時代に向けて、情報活用能力など学習の基盤となる資質・能力を
育む必要があり、その際、児童生徒が１人１台端末環境を活かし、端末を日常的に活用する  

ことで、ＩＣＴの活用が特別なことではなく「当たり前」のこととなるようにすることや、 

ＩＣＴを学習ツールとして自由な発想で活用できるよう環境を整えることの重要性などが示さ
れました。 

本市においては、ＩＣＴ機器の整備やＩＣＴを活用した授業への支援などに取り組んできた
ところですが、児童生徒の学習状況等を踏まえ、引き続き、環境整備と機器の維持管理や人的
支援など、ＩＣＴの円滑な運用に取り組むとともに、研修等を通じて、教員一人一人がＩＣＴ
活用指導力を高め、全ての児童生徒に、情報活用能力を構成する「知識及び技能」、「思考力
・判断力・表現力」、「学びに向かう力、人間性」の資質・能力をバランス良く育成する必要
があります。 

また、教育の質の向上に向け、教員の児童生徒と向き合う時間を確保できるよう、校務の情
報化により業務の効率化を進めるとともに、家庭・地域にＩＣＴを活用した教育について積極
的に情報発信し、理解と協力を得て取組を推進する必要があります。 

これらのことを踏まえ、本市における教育の情報化の推進に当たっては、社会に開かれた教
育課程※の視点から、情報関連企業や高等教育機関等の地域の教育力を生かすとともに、家庭
と連携・協力しながら、情報教育を通じて、児童生徒一人一人が自分の良さや可能性を認識し、
夢や希望の実現に向け、たくましく人生を切り拓くことができるよう、旭川ならではの取組を
進めていきます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

本市における教育の情報化の目指す方向性 

○ＩＣＴを活用して目指す児童生徒の姿 

・情報活用能力を身に付け、主体的に学び、多様な人々と協働して課題を解決しようと
する児童生徒 

○ＩＣＴを活用して目指す授業 

・児童生徒一人一人の状況に応じた学びや協働的な学びの充実 

○ＩＣＴを活用するための目指す環境整備 

・児童生徒の学びを支える、学校のＩＣＴ環境の整備に向けた物的・人的支援の充実 

○ＩＣＴを活用して目指す教育の質の向上 
・教員が子どもと向き合う時間の創出や、学校と家庭・地域との連携の強化 
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 第２章 目標及び具体的な取組  

 

１ 目標について  

ＩＣＴを卹用して目匦す児童生徒の咛など、本市の卝吮の午匔化の目匦す方匇勯を
踏まえ、本匧厐においては、４つの目標と１４の勚匢を勳定します。それぞれの目標に
は、咸哊的包呫や勚匢の実績、児童生徒・卝員の実厤など、９の匦標を勳定し、その勱
卵を明らかにします。  

 

目 標  

 

1４の取組  

 

１  ＩＣＴを卹用した
児童生徒の資后・印力
の吮勱  

 

 

 

 

① ＩＣＴ端史の匼本的な操单スキルの吮勱  

② 午匔を卹用し、勬匑を発見・卆決し、卛えを呚勱する力
の吮勱  

③ 卝科等叅友的・哐受的な吉勷からの学習卹動の充実  

④ 午匔社会に勢体的に厴厐する可度と午匔モラルの吮勱  

⑤ 咥康に留勪しＩＣＴ端史を卹用する可度の吮勱  

 

 

２  卝員のＩＣＴ卹用
匦叧力の匇上  

 

 

 

⑥ 学びの后を高めるための卹用  

⑦ 児童生徒の厣勯やニーズに厸じた卹用  

⑧ デジタル卝材等の卹用  

⑨ ＩＣＴ卹用匦叧力匇上を咫る卝員吳修の充実  

 

 

３  ＩＣＴを卹用する
ための呃吜の叺厵  

 

 

⑩ ＩＣＴ呃吜の維匛・吋理・更新  

⑪ 勭部人材による学厛匣吆体勧の叺厵  

⑫ 午匔セキュリティ※対北の徹底  

 

 

４  ＩＣＴ咩勺体勧の
叺厵と厛勲の匳善  

 

 

⑬ 厛勲の呣厾化による児童生徒と匇き合う時間の創出   

⑭ 匝庭や地吶との連咰・匞力に匇けた午匔発勼  
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   目 標 １  ＩＣＴを活用した児童生徒の資質・能力の育成  

 

「令和の日本型学校教育」においては、小・中学校におけるＩＣＴを活用した
学習の基盤となる資質・能力の確実な育成が求められています。「言語能力」や
「問題発見・解決能力」と並び、学習の基盤となる資質・能力である「情報活用
能力」は、学習の基盤となる資質・能力の１つであり、これからの社会を生きる
児童生徒に身に付けさせるべき力です。  

「情報活用能力」は、学習活動において、コンピュータ等を適切に用いて情報
を収集・整理・比較すること、得られた情報を分かりやすく発信・伝達すること、
必要に応じて保存・共有することができる力であるとともに、各教科等の学びを
支える基盤であり、各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図ること
が必要です。  

そのため、本計画においては「ＩＣＴを活用した児童生徒の資質・能力の育成」
を目標１と位置付け、その実現に向けて、「旭川市立小･中学校における情報活
用能力の体系表」※に基づき、発達の段階を踏まえ、ＩＣＴ端末の基本的な操作
スキルを育成するとともに、児童生徒が様々な情報の中から適切な情報を取捨
選択して効果的に活用する力や情報モラル、児童生徒自らが健康に留意して、 

ＩＣＴ端末を活用する態度の育成に取り組みます。  

  取組 ① ＩＣＴ端末の基本的な操作スキルの育成  

 取組 ② 情報を活用し、問題を発見・解決し、考えを形成する力の育成  

 取組 ③ 教科等横断的・系統的な視点からの学習活動の充実  

 取組 ④ 情報社会に主体的に参画する態度と情報モラルの育成  

 取組 ⑤ 健康に留意しＩＣＴ端末を活用する態度の育成  

  

 

   目 標 2      教員のＩＣＴ活用指導力の向上  

 

学習指導要領（平成２９年告示）では、主体的・対話的で深い学びの視点に立
った授業づくりが求められており、ＩＣＴを効果的に活用した学習を通じて、
各教科における基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得や、思考力・判断力・
表現力を育成することができるよう、教員が授業におけるＩＣＴ活用の有用性
やＩＣＴ活用指導力向上の必要性を理解し、授業づくりに取り組む必要があり
ます。そのため、本計画においては「教員のＩＣＴ活用指導力の向上」を目標２
と位置付け、その実現に向けて、個に応じた指導や主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業の充実に努めるとともに、児童生徒の特性やニーズに応じた
ＩＣＴ活用や、デジタル教材等の効果的な活用に取り組みます。  

また、教員研修や本市の教育実践推進校※の指導事例の情報共有などを通じ
て、教員のＩＣＴ活用指導力の向上に取り組みます。  

  取組 ⑥  学びの質を高めるための活用  

  取組 ⑦  児童生徒の特性やニーズに応じた活用  

  取組 ⑧  デジタル教材等の活用  

  取組 ⑨  ＩＣＴ活用指導力向上を図る教員研修の充実  
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   目 標 3     ＩＣＴを活用するための環境の整備  

 

児童生徒の情報活用能力の育成など、本市における教育の情報化により目指

す児童生徒の姿や授業を実現するためには、各学校において、コンピュータや

通信ネットワークなどのＩＣＴ環境及びこれらを日常的・効果的に活用する  

ために必要な体制を整える必要があります。  

そのため、本計画においては「ＩＣＴを活用するための環境の整備」を目標３

と位置付け、その実現に向けて、令和２年度末までに整備が完了した１人１台端

末等のＩＣＴ環境の維持・管理及び計画的な更新を行うとともに、専門的な知識

を有し、障害対応や授業中の機器操作などの支援を行うＩＣＴ支援員※などの外

部人材による学校支援体制の整備を進めます。  

また、各学校における情報資産の管理と適正な取扱いに向け、学校の情報セキ

ュリティ基準の整備・見直しのほか、情報セキュリティに関する教員研修を実施

し、情報セキュリティ対策の徹底に取り組みます。  

 

 

 

 取組 ⑩  ＩＣＴ環境の維持・管理・更新  

 取組 ⑪  外部人材による学校支援体制の整備  

 取組 ⑫  情報セキュリティ対策の徹底  

  

 

   目 標 4     ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善  

 

校務を情報化し事務処理の効率化を図ることにより、生み出される時間を

有効に活用し、教員が児童生徒と向き合う時間を確保するとともに、ＩＣＴを利

活用した学校からの情報発信により家庭や地域との連携・協力体制を推進し、教

育の質の向上に努める必要があります。  

そのため、本計画においては「ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善」を目標

４と位置付け、その実現に向けて、「旭川市立小中学校働き方改革推進プラン」※

に示すオンライン学習支援ソフトウェアの活用、クラウド環境を活用した校務

の効率化、電子データにより教員間で各教科の指導案や教材の共有を行い、授業

準備等での教員の負担軽減を図ります。  

また、家庭や地域に、ＩＣＴを活用した教育について学校の取組を積極的に発

信するとともに、学校Ｗｅｂサイトやメール、ＩＣＴを活用した家庭・地域との

情報共有に取り組みます。  

  

 

 

 

 

 取組 ⑬ 校務の効率化による児童生徒と向き合う時間の創出   

 取組 ⑭ 家庭や地域との連携・協力に向けた情報発信  
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２ 具体的な勚匢について 

 

   目 標 １  ICT を卹用した児童生徒の資質・印力の育勱  

 

 

 

 

 

令匄 2 年度 

(2020 年度) 

 

令匄６年度  

(2024 年度) 

 

令匄 9 年度 

(2027 年度) 

 

〇コンピュータでの卽字入力やアプリケーショ
ンソフト※の卹用など、匼本的な操单が千勪だ
と卩う児童生徒の厎合  

 

小：90.0% 

中：89.8% 

 

小：93.2% 

中：96.5% 

 

 

小：100% 

中：100% 

 

〇分からないことがあれば、辞危やインターネッ
トなど、目的に厸じた方法を卛えて調べるよう
にしている児童生徒の厎合  

 

小：86.5% 

中：90.6% 

 

小：93.9% 

中：97.3% 

 

 

小：100% 

中：100% 

 

〇健康卥に勴を厏けて、コンピュータやインター
ネットを却おうとしている児童生徒の厎合  

 

 

小：88.5% 

中：84.3% 

 

小：77.7% 

中：63.5% 

 

 

小：100% 

中：100% 

  

  

【具体的な勚匢】  

① ＩＣＴ端末の匼本的な操单スキルの育勱 

厰卝科の授業において、ＩＣＴを卹用した学習卹動を効卵的かつ円滑に勺めるため
には、児童生徒の発達段階を踏まえ、ＩＣＴ端末の匼本的な操单方法を卾実に身に厏け
させる厧勥があります。  

そのため、小学厛低学年については、１人１卤端末に慣れ親しませることをねらいと
した匦導を中升に授業を勺めることや、学年が上がるにつれて、キーボードによる卽字
の入力、匰子ファイルの保存・整理、インターネット上の午匔の閲覧や厗卻の仕方など、
児童生徒が厰卝科の学習に厧勥となる匼本操单を習千できるよう、「旭勜市立小・中学
厛における午匔卹用印力の体系勖」を踏まえ、匧厐的・系統的に匦導を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

匦  標 
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② 午匔を卹用し、勬匑を発見・卆決し、卛えを形勱する力の育勱 

これからの社会においては、膨大な午匔から何が匤勥かを児童生徒が勢体的に匯友
し、それらを厓厦・選択するとともに、自ら勬いを立ててその卆決を目匦し、他者と匞
働しながら、新たな卒値を生み出していくことが卍められます。  

そのため、「旭勜市立小・中学厛における午匔卹用印力の体系勖」を踏まえ、課匑
や目的に厸じた午匔厓厦の方法についての理卆を深めることや、コンピュータや
インターネットの午匔手段を適卲に用いて、厧勥な午匔を厓厦、整理、分析、勖勶する
力や新たな勪味や卒値を創造する力などを児童生徒の発達段階に厸じ育勱できるよう、
厰卝科における学習卹動の充実を図ります。  

また、本市では、令匄區年度から、小学厛においてプログラミング卝育に匪行的に勚
り匢んでおり、「旭勜市立小学厛プログラミング卝育の手匂」を单勱するとともに、プログラ
ミングソフト「Scratch（スクラッチ）」や人型ロボット卝材を導入し、厰学厛の学習
を匣援してきました。児童生徒が、コンピュータを理卆し卻効に卹用する力を身に厏け
ることは、将勵どのような厯業に就くとしても匤勥であり、今後も、厰学厛において、
プログラミング卝育を通して厱理的卩卛力を育む勚匢を勺めます。  

 

 

③ 卝科等叅友的・系統的な視勷からの学習卹動の充実 

学習の匼盤となる資質・印力の１つである午匔卹用印力については、卝科等叅友的、
かつ、系統的に全卝員が全卝科等で連携して育勱していくことが大卲です。午匔卹用印
力の育勱を勪識する匶、ＩＣＴの効卵的な卹用は勘參欠です。  

これまで、本市では、卽部科学匚のリーディングＤＸスクール事業や勾匈匠卝育卑員
会の学厛力匇上に関する匫合実践事業、旭勜市卝育卑員会の卝育実践推勺事業におい
て、ＩＣＴを効卵的に卹用した授業実践を推勺し、授業におけるＩＣＴ卹用の好事例の
厗卻を図り、授業匳善に匇けた勚匢を勺めてきました。  

厰卝科等の学習だけではなく、自ら課匑を勳定し、卆決するといった探究的な学習の
厢程においても、児童生徒の午匔卹用印力の発揮が勡待されています。  

そのため、本市の「旭勜市立小・中学厛における午匔卹用印力の体系勖」を厴卛にし
ながら、厰学厛は、卝育目標や児童生徒の実態等を踏まえ、自厛で育勱を目匦す午匔卹
用印力について、卝厯員間で厗通理卆を図り、勚匢を勺めることが厧勥です。ＩＣＴの
厣勯や勮みを生かしながら、1 人 1 卤端末を卝科等叅友的、かつ、系統的な視勷で効卵
的に卹用し、学習卹動の充実を図ります。  
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④ 午匔社会に勢体的に厴厐する態度と午匔モラルの育勱 

スマートフォンやタブレット端末が児童生徒の日常生卹にも双速に普及しており、
インターネットの匏用も匭くなっています。インターネットは、午匔匴索で便匏な卬
卥、様々なトラブルも発生し、全国的にも勬匑になっています。本市としても、児童生
徒が匎县者や被县者にならないためにも、午匔通勼ネットワークの厣徴を踏まえた午
匔と午匔叒術を適卲に卹用するための半識・叒印や午匔叒術の叓厎・影響の理卆、責厃
を匛って適卲に午匔を扱おうとする態度の育勱が卍められます。  

そのため、厣厌の卝科匠徳はもとより、卝科叅友的に、児童生徒の午匔モラルを育勱
する匦導を継勸して行います。  

また、厰学厛において、児童生徒が自他の勻匏を尊匤し、午匔社会での行動に責厃を
匛つとともに、犯罪被县を含む危務を回避し、午匔を匁しく勣全に匏用することができ
るよう、厰通勼事業者が卖供している午匔に関する勣全卝室も卹用し、勚匢を推勺しま
す。 

 

 

⑤ 健康に留勪しＩＣＴ端末を卹用する態度の育勱 

社会の午匔化に伴い、児童生徒がこれからの生卹の中でＩＣＴを卹用する務会が匭
くなることから、ＩＣＴ端末の匏用による健康への影響を勢体的に卛え、行動しようと
する態度を育むことが卍められます。  

卝育の午匔化に伴い、学厛で１人１卤端末を卹用する務会が匲えることから、児童生
徒の健康卥にも留勪しつつ、授業での卹用を勺めていくことが大卲です。  

そのため、学厛においては、卝育卹動全体を通じて、児童生徒がＩＣＴ端末を卹用す
る匶の健康への影響や匨防及び対叀法についての理卆を深めるよう匦導するとともに、
健康に留勪してＩＣＴ端末を卹用する態度を育勱します。  

また、匝庭におけるＩＣＴ端末の卹用に関するルールづくりを促勺するとともに、児
童生徒が升身の健康への影響を卛え、自ら匯友し、ＩＣＴ端末を卹用できるよう、匂き
勸き、保厽者と連携した勚匢を勺めます。  



- 16 - 

 

 

   目 標 2      教員のＩＣＴ活用指導力の向上  

 

 

 

 

 

令和２年度  

(2020 年度) 

 

令和６年度 

(2024 年度) 

 

令和９年度 

(2027 年度) 

〇児童生徒のＩＣＴ活用を指導できる教員の割合  

 
  77.8％*   87.6% 100% 

〇ＩＣＴの活用に関する校内研修を実施し、かつ、
教員が外部の研修に参加した学校の割合  

100％ 100%    100% 

                        *実績値は令和元年度  

 

【具体的な取組】  

⑥ 学びの質を高めるための活用  

各教科の指導において、基礎・基本を確実に身に付けさせることや、知識・技能を
活用することにより思考力・判断力・表現力を育成すること、楽しく分かる授業によ
り児童生徒の学ぶ意欲を高めることが大切であり、１人１台端末などのＩＣＴを効果
的に活用することにより、学びの質を高め、児童生徒一人一人に確かな学力を育成す
る必要があります。  

そのため、ＩＣＴを活用すること自体を目的化するのではなく、指導の目標やねら
いを明確にした上で、目標を実現するための学習ツールとして効果的な活用に取り組
みます。 

また、学級全体への教材の拡大提示や、個別の課題ごとの調べ学習、クラウドを活
用したグループでの意見交流などの様々な場面において、ＩＣＴの活用を工夫し、主
体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくりを進めるなど、学びの質の向上に
取り組みます。  

 

⑦ 児童生徒の特性やニーズに応じた活用     

特別な支援を必要とする児童生徒に対して、一人一人の特性やニーズに応じたきめ
細かな支援を行い、学習上又は生活上の困難を改善・克服することができるよう、Ｉ
ＣＴの効果的な活用が求められています。  

そのため、特別な支援を必要とする児童生徒の特性やニーズに応じたアプリケーシ
ョンソフトや学習ツールの活用方法について、旭川市ＩＣＴ運用・活用推進プロジェ
クトチーム※において調査・研究を行うほか、実践の好事例を各学校に情報提供する
など、教育的ニーズに応じたＩＣＴの活用に取り組みます。  

 

指  標 
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⑧ デジタル教材等の活用 

本市では、これまで、授業や家庭学習におけるオンライン学習支援ソフトウェアに

よる学習支援や、小学校の外国語の学習における教科書に準拠したデジタル教材の活

用を行ってきました。 

また、国からは１人１台端末の整備と合わせ、「クラウド・バイ・デフォルト」※

の考えが示され、本市では、オンライン学習ツールである「Google Workspace for 

Education Fundamentals」※を導入しました。１人１台端末の整備により、児童生徒

がこれらの教材を容易に活用することが可能となることから、今後、一層活用を促進

するとともに、効果的な活用に取り組む必要があります。  

そのため、各教科の授業におけるアプリケーションソフトや学習ツールの効果的な

活用について、本市のリーディング DX スクール事業指定校や教育実践推進校による

指導事例等を各学校に提供します。  

 

⑨ ＩＣＴ活用指導力向上を図る教員研修の充実 

本市の教員のＩＣＴ活用指導力については、令和５年度に実施した文部科学省の調

査において、教員の自己評価では、「できる」「ややできる」との肯定的な回答の割

合は、全国平均を上回っていますが、今後も、教員のＩＣＴ活用指導力の向上に向け

た取組が求められます。  

そのため、各学校のリーダー教員を対象にＩＣＴの活用に係る研修会を開催すると

ともに、初任段階教員研修※などの各種教員研修において、１人１台端末を活用した

指導方法について教員が学ぶ機会を充実します。  

また、教育委員会の指導主事や専門性の高い教員などが、各学校のニーズに応じ訪

問し助言を行うとともに、本市のリーディング DX スクール事業指定校や教育実践推

進校による指導事例や資料の提供を行い、各学校の校内研修を支援します。  
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   目 標 3     ＩＣＴを活用するための環境の整備  

 

 

 

 

 

令匄２年度  

(2020 年度) 

 

令匄６年度 

(2024 年度) 

 

令匄９年度 

(2027 年度) 

○ＩＣＴ匣吆員等の咽君的な半咯を卻する人材が
哆勬匣吆を実厇した学厛の厎合  

― ％  100％ 100％ 

○午匔セキュリティ実厇匼厜を叺厵し、午匔の適匁
な吋理と卞用に匇けた厛内吳修を実厇している
学厛の厎合  

100％  100％ 100％ 

    

【具体的な勚匢】  

➉ ＩＣＴ環境の維持・管理・更新 

令匄２年度に全学厛の普通卝咒及び厣厌卝咒の厛内ネットワーク呃吜や、児童生徒
及び授業を行う卝員１人１卤端史等の叺厵が完了しましたが、卝吮の午匔化の咩勺に
匇け、児童生徒の学習卹動の充実や厛勲の呣厾化を勺めていくためには、これらの呃
吜を維匛しながら円滑に卞用を咫る厧勥があります。  

そのため、学習卹動や厛勲に匣哓がないよう、叺厵匡みとなった厛内ネットワーク
呃吜や１人１卤端史等の維匛・吋理を適宜行い、円滑な卞用に努めます。  

また、令匄７年度に１人１卤端史の更新を行うとともに、端史吋理ツール（ＭＤＭ）
※の更新を行います。今後は、ネットワーク呃吜の匳善、クラウド呧厛勲匣吆システ
ム※の呃吜号築など、国や勾匈匠の動匇を踏まえながら、叙政取叕の匊厜化を咫りつ
つ、学習に匣哓が出ないように、その手法を匴吞し、匧厐的な更新に努めます。  

 

⑪ 外部人材による学校支援体制の整備 

ＩＣＴの円滑な卞用と呣卵的な卹用を咫るためには、リーダー卝員を中升とした厛
内の咩勺体勧はもとより、哓县発生時の対叀のほか、ＩＣＴを匏卹用した授業匧厐や
卝材の单勱、厯員の吳修などに対する、勭部の人材による学厛匣吆体勧を叺厵する厧
勥があります。  

そのため、ＧＩＧＡスクールサポーター※やＩＣＴ匣吆員等の咽君的な半咯を卻す
る人材を叼厒し、学厛のニーズに厸じた学厛哆勬により、１人１卤端史に関する哓县
対厸や、授業中の務呩操单などの匣吆を行うほか、呣卵的なＩＣＴ卹用の卖匽、卝材
等の单勱匣吆を行います。  

また、卝吮卑員会の匦叧勢事がＩＣＴを卹用した授業づくりの匦叧を行うととも
に、旭勜市ＩＣＴ卞用・卹用咩勺プロジェクトチームが、吳修資厄を单勱し卖呏する
など、卝員のＩＣＴ卹用匦叧力の匇上に匇けた学厛の勚匢を匣吆します。  

匦  標 
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⑫ 情報セキュリティ対策の徹底 

卝吮の午匔化を勺めていく上で、児童生徒の向人午匔などの午匔資勩の適匁な吋理
と卞用は欠かせないものであり、厣にＧＩＧＡスクール号呉においては、児童生徒と
卝員が１人１卤端史を匏用してデータを叱匃勼するほか、一部の午匔をクラウド上に
保吋することから、厰学厛において、午匔セキュリティ対北を徹底する厧勥がありま
す。  

そのため、本市では、向人午匔の保厽やデータ吋理、卝吮勶場におけるクラウド
サービスの匏用が參印となるよう、市の午匔セキュリティポリシー※に厜拠した「卝吮午
匔セキュリティ対北匼厜」（令匄７年７月匳匁）を定めていますが、厰学厛においても、
午匔セキュリティ匼厜の叺厵・見卟しを咫り、クラウド上に児童生徒の学習勱績や連
絡匪などの向人午匔を保咡しないことについて明卌するなど、午匔吋理を徹底します。 
また、午匔セキュリティに関する厰咆厶呯に匼づく、午匔資勩の吋理と適匁な勚扱

いに匇け、毎年度、厰学厛のリーダー卝員を対吊とした吳修会を実厇するとともに、
厰学厛において、厛内吳修を実厇します。  
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   目 標 4     ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善  

 

 

 

 

 

令和２年度  

(2020 年度) 

 

令和６年度  

(2024 年度) 

 

令和９年度 

(2027 年度) 

〇教挞捓果を上げるために、コンピュータやイン
ターネットなどを計画的に活用している教員
の割合  

 

83.6％* 

 

 

92.4％  

 

100％ 

〇授業で使う教材や校務分掌に必要な資料など
を集めたり、保護者・地挦との連掠に必要な情
報を発信したりするためにインターネットな
どを活用している教員の割合  

87.7％* 

 

92.5％  

 

 

   100％ 

 

*実績捛は令和元年度  

【具体的な取組】  

⑬ 校務の効率化による児童生徒と向き合う時間の創出 

  ＩＣＴの活用により校務の捓率化を進め、児童生徒の掿かな学びや成長に向け、教
員が児童生徒と向き合う十分な時間を確保することが大切です。  

  そのため、本市で使用する教科書に対応したドリル、プリントなどの教材が掿挛で、
持々の児童生徒が自分の学習状捵に応じて学習を進めることが可能なオンライン学習
教材を全小中学校に括信・提挿し、教員の教材作成に係る拆担軽減を掛るとともに、
学校間、教員間でクラウドを活用した各教科の学習指拗案や教材の電子データを共有
するなど、授業づくりにおいても、捓率化に向けＩＣＴを捑掄的に活用します。  

また、名簿情報拻理や成績処理、校務分掌業務などの教員の事務拆担軽減に向けて、
引き続き校務支拶ソフトウェア※の拗入やＩＣＴ挳挌の拪備に努めます。   

 

⑭ 家庭や地域との連携・協力に向けた情報発信 

１人１台端拢など、今後、全ての児童生徒がＩＣＴを学習の基盤的なツールとして
活用することについて、家庭や地挦の理解と協力が不可欠です。  

家庭学習支拶のための１人１台端拢の持ち帰りなどについて、児童生徒が家庭にお
いて安心かつ安全に活用できるよう、保護者との連掠・協力のもと取組を進める必要
があります。そのため、ＩＣＴを活用した教挞の掙進に向けた本市の取組について、
保護者向け拿明資料を作成・括布するとともに、各学校において、参掺日等での保護
者への拿明やＩＣＴを活用した授業の公開などに取り組みます。  

また、学校Ｗｅｂサイトやメール等、ＩＣＴを活用し、家庭・地挦への迅捠かつ捑
掄的な情報発信に取り組みます。  

指  標 
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 匌３章 ＩＣＴを卹用した学習場卥及び実践例  

 

１ ＩＣＴを卹用した学習場卥  

卽部科学匚单勱の「卝吮の午匔化に関する手匂（呅叩版）」では、ＩＣＴを卹用し
た学習場卥として「一斉匦叧による学び（一斉学習）」、「子呏たち一人一人の印力
や厣勯に厸じた学び（向厌学習）」、「子呏たち同厨が卝え合い学び合う匞哄的な学
び（匞哄学習）」の勫つの分類呑及びそれらを更に細分化した１０の分類呑が単され
ています。  

また、「単にＩＣＴ務呩を匦叧に勚り入れれば、午匔卹用印力が吮勱されたり、卝
科の匦叧が充実したりするわけではないことに留勪する厧勥がある。」と単されてお
り、匦叧に勠たっては、このことを踏まえることが大卲です。  

厰学厛における厰卝科の匦叧において、ＩＣＴの呣卵的な卹用が咩勺されるよう、
「卝吮の午匔化に関する手匂（呅叩版）」に単された１０の分類呑を踏まえ、ＩＣＴ
を卹用した授業呑を卙のように叺理しました。  

 

        学厛におけるＩＣＴを卹用した学習場卥        

学習場卥  分類呑  卹用呑  

A 一斉学習  １  卝員による卝材の卖単  ・厐像の拡大卖単や危き匸み、音司、動厐などの卹用  

 

 

 

B 向厌学習  

１  向に厸じた学習  ・一人一人の習熟の呯度等に厸じた学習  

２  調匀卹動  

 

・インターネットを用いた午匔厓厦、呒卢や動厐等に  

よる卌呞  

３  卩卛を呻める学習  

 

・シミュレーションなどのデジタル卝材を用いた卩卛  

を呻める学習  

４  勖勶・勧单  ・マルチメディアを用いた資厄、单厍の勧单  

５  匝庭学習  ・１人１卤端史の匛ち帰りによる匝庭学習  

 

C 匞哄学習  

１  発勖や匋合い  ・グループや学哑全体での発勖・匋合い  

２  匞哄での勪見叺理  ・複包の勪見・卛えを議厱して叺理  

３  匞哄勧单  ・グループでの分叕、匞哄による单厍の勧单  

４  学厛の壁を哃えた学習  ・遠隔地や匈勭の学厛等との卦及授業  

※ 厴卛：「卝吮の午匔化に関する手匂（呅叩版）」（令匄 2 年 6 月 卽部科学匚） 

 

(1) 卝員による卝材卖単を卋夫する授業（A１）  

大呧卖単装厒や実匵匐呌務※を卹用し、卝科危、プリント等の卝材、厐像、動厐
などの拡大卖単や、危き匸みをしながらの卖単、1 人 1 卤端史への卖単など、学習
内卣を吉覚的に分かりやすく咁え、听匑等について呣卵的に吏明するなどの卋吥を
行うことにより、学習听匑の理卆を呻め、半咯の定吔や叒印の習熟を咫ります。  

また、1 人１卤端史や大呧卖単装厒の卹用により、動厐や音司を呛む匦叧者用デ
ジタル卝科危及び卝材を卖単し、児童生徒の哀咷・関升の喚叫や学習卹動の焦勷化
を咫ります。  
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 (2) 個に厸じた学習卹動を行う授業（B1）  

１人１卤端史を卹用して、学習者用デジタル卝科危、デジタル学習卝材や学習ア
プリケーションを匏用した一人一人の習熟の呯度や発呎の咐階に厸じた向厌学習
を行い、匼礎的・匼本的な半咯・叒印の卾実な定吔を咫ります。  

発音・朗読、卞動、演奏などの卹動の呮子を卌呞・卭生を繰り叾しながら児童生
徒の自己哂卒に匼づいて練習を行うことで、叒印の習千や匇上を目匦します。  

また、自分のペースで勬匑に勚り匢んだり、苦手な分野を匤勷的に呄習したりで
きるようにすることで、勢体的に学習に勚り匢む可度を吮勱します。  

 

 (3) 調匀卹動により卩卛を深める授業（B2、B3）  

児童生徒が 1 人 1 卤端史を卹用して、卝咒の内勭においてインターネット、デジ
タル学習卝材を用いて午匔を厓厦する場卥や、哊咚において、呒卢や動厐を卌呞す
る場卥を勳定するなど、卾かな午匔厓厦と呣厾のよい調匀卹動を行うことにより、
勢体的に午匔を厓厦し、匯友する力の吮勱を咫ります。  

また、シミュレーションなどのデジタル学習卝材を用いた学習听匑の去行により、
卛えを呻めさせたり、去行を卣易に繰り叾すことにより、学習听匑への関升が高ま
り、学習内卣の理卆を呻めさせたりすることができます。  

 

(4) 自らの卛えを勖勶したり、勧单したりする授業（B4）  

児童生徒が１人１卤端史を卹用し、呒卢や動厐を用いて匭呮な勖勶を勚り入れた
資厄や单厍を勧单することや、デジタルデータに自分の卛えを卌呞し、勧单厢呯の
咍り叾りや卹発な勪見卦及を行うことにより、卩卛力・匯友力・勖勶力の匇上を咫
ります。 

 

(5) 発勖や匋合いを通して自らの卛えを深める授業（C1、C2）  

児童生徒が１人１卤端史や大呧卖単装厒を卹用し、学習听匑に対する自分の卛え
の卌呞や厗卻化を行い、叺理したりしながら咁え合い、匋し合うことにより、卩卛
力・匯友力・勖勶力の匇上を咫ります。  

また、グループなどでの勪見卦及の場卥においては、児童生徒が１人１卤端史や
大呧卖単装厒を卹用し、互いの卛えを吉覚的に厗卻して、他者の卛えに触れ、匋合
いの卹発化や、匋合いを通じた学習内卣への卩卛の呻化を咫ります。  

 

(6) 他者との匞働を通して資厄・单厍を勧单する授業（C３）  

１人１卤端史を卹用し、呒卢や動厐を用いた資厄・单厍をグループで分叕したり、
匞哄で同時並行で单業しながら勧单したりすることにより、児童生徒の哏かな勖勶
力の匇上を咫ります。  

 

(7) 学厛の壁を越えた卦及を行う授業（C４）  

インターネットや Web 会議システムを卹用した遠隔地や匈勭の学厛との勪見卦
換や午匔発勼を行うことにより、他厛の児童生徒や地吶の人々と卦及し、異なる卛
えや卽化に触れ、匭呮なものの見方を各に厏けるとともに、児童生徒の学習内卣へ
の関升を高めます。  
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 (8) 一人一人の卝育的ニーズに厸じた授業  

厣厌な匣吆を厧勥とする児童生徒が、その厣勯や発呎の咐階に厸じ、匦叧の呣卵
を高める卻呣な手立ての一つとして、ＩＣＴを卹用することにより、学習上又は生
卹上の困吪の匳善や克服を目匦します。  

 

 

【哓县の叔可や厣勯等に厸じたＩＣＴ卹用の留勪勷】  

 

○ 発呎哓县のある児童生徒については、午匔務呩に勮く哀咷・関升を単す場合があ
ります。このような児童生徒には、学習勪欲の喚叫や吕勪厦中の匇上のためにＩＣ
Ｔを卹用することが卛えられます。  

  呑えば、学習哓县のある児童生徒の中には卉半叀理の偏りのため卽呠を読むこと
が困吪な児童生徒もいます。そのような場合、ＩＣＴによりその偏りや苦手さを叩
ったり、千勪な叀理を伸ばしたりするなどの卹用も卛えられます。  

○ 吉覚哓县のある児童生徒については、読みにくい厐卥の午匔を卽呠の拡大やレイ
アウトの厭更、色調の調節等で叩うとともに、吉覚から千られない午匔を聴覚や触
覚などの代替手咐を却って叩うなどの卋吥を行うことが匤勥です。  

  また、吉覚哓县のある児童生徒の学習を匣吆するために拡大卝科危の発行が勺め
られていますが、一人一人の吉覚哓县の叔可に厸じて卽呠の拡大等の調叺を行うこ
とができるデジタル卝科危・卝材等を卹用することにより、その匣吆を充実してい
くことも匤勥です。  

○ 聴覚哓县のある児童生徒については、適卲に聴覚卹用を咫りつつ、吉覚等の他の
厤覚呩厑の午匔に厒き換えて午匔を咁呎したりするなどの卋吥を行うことが匤勥
です。  

○ 半的哓县のある児童生徒については、却いやすい務呩や理卆の呯度に厸じたコン
テンツの選択を行うことが匤勥です。  

○ 肢体勘自厩のある児童生徒については、適卲な務呩を却うことやきめ細かなフィ
ッティングの努力が匤勥です。  

○ 呆弱者である児童生徒については、生卹体吷が勘叢する傾匇があることや、学厛
に通えなかったり、学厛に通えても学習卹動に勧約を匃けたりする場合もありま
す。このため、実匶に行うことが吪しい哊咚や実吷の叩呙としてタブレット端史等
を却った擬似的体吷を行ったり、インターネットや匰子メール、ウェブ会議システ
ム等の卹用を通じたコミュニケーションの維匛・拡大等を行ったりすることも匤勥
です。  

  

【厴卛卽献】  

 

・「卝吮の午匔化ビジョン」（匊勱 23 年４月  卽部科学匚）  

・「卝吮の午匔化に関する手匂（呅叩版）」（令匄２年６月  卽部科学匚）  
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２ ＩＣＴ務器を効卵的に卹用した勚匢  

ICT 務呩は、学厛の哄き方匳吩を実勶し、児童生徒と匇き合う時間を創出すること
ができるとともに、「向厌勞適な学び」と「匞哄的な学び」の一体的な充実に厧勥勘
參欠なツールです。そのため、卝員が厛勲や授業において ICT 務呩等を呡咔的に卹用
し、業勲の呣厾化や授業匳善を咫る勚匢を勺めることが厧勥です。  

 

 (1) 厛勲ＤＸ  

卝厯員が厛勲の中でデジタルツール（クラウド務印や厗同編厦務印）を呡咔的に
卹用することにより、業勲の取叕軽匬、コミュニケーションの迅呰化を咫ることが
參印になるとともに、自咝な呚でデジタルリテラシーを各に厏けることができます。
日叴の厛勲からデジタルツールを卹用する厛勲ＤＸを咩勺し、卝員が匏便勯を体厤
して却い慣れることで授業ＤＸにもつながります。  

【実践例】（文部科学省リーディングＤＸスクール事業指定校の実践報告書から） 

〇保護者面談の案内、希望集約、調整結果のお知らせまでを１つのファイルにして文

書をリンクさせ、入力ミスの軽減、事務作業の軽減等業務時間の短縮につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○受信したメールや文書等のリンクを一覧にして共有することにより、回覧時間の縮

減や情報の把握のしやすさにつながり、業務の推進もスムーズになる。 

 



- 25 - 

  

 (2) 授業ＤＸ  

ア クラウドの卹用  

クラウドの卹用により厗同編厦や他者厴照が卣易になり、大人包でのコミュニ
ケーションを同時に行うことが參印になります。クラウドを卻呣的に卹用するこ
とで、授業での資厄叼厏、午匔の厗卻を呰やかに行い、その分の時間を児童生徒
が自分でじっくりと卛えることや、他の児童生徒と卦及する時間に却うことがで
きます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 汎用的なアプリケーションの卹用  

ＩＣＴ端史にあらかじめインストールされている汎用的なアプリケーションを
卹用することで、授業匳善を勺めることができます。一般的に卹用されるもので
あるため、児童生徒が呮々な学習卹動において卹用できること、卝員にとって扱
いやすいことなどのメリットが匭くあります。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【実践例】（リーディングＤＸスクール事業指定校の実践報告書から） 

 

 

 

 

 

 

【活用場面や活用例】 

〇教員と児童生徒が学習課題や学習の流れを共有する。 

○児童生徒が学習したことや学び方に対する振り返りを実施する。また、振り返りを

蓄積することにより、教員や児童生徒が次の学びに生かす。 

○児童生徒が自己調整をしながら学びを進める。 

〇児童生徒相互による学びを可視化する。 

○児童生徒による学習成果のアウトプットを行う。 

○他者の意見や考え方、情報や成果などを参照しながら学習を進める。 など 

 

このような学習活動において、スプレッドシート、ドキュメント、チャット、スラ

イド、ホワイトボードアプリ等のアプリケーションがもつ特長を生かしながら、効果

的に活用し、学習効果を考えながら取り入れていく。 

 

チャットを活用し、実験の

経過や結果などを写真や動

画等で即時的に共有する。 

情報収集、整理・分析、まとめ、共有などの場面 

でクラウドを活用することで学習活動が深まる。 
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ウ 探究的な学習厢程を勪識した授業づくり  

「探呸的な学び」は、厭化の激しい勶代社会において、召えられた半咯だけで
はなく、自ら听匑を見つけて卆決する力、匭呮な人々と匞哄する力、そして、自
分の生き方を勢体的に卛える資后・印力を児童生徒に吮むことを目的としていま
す。「听匑の勳定」「午匔の厓厦」「叺理・分析」「まとめ・勖勶」の探呸の厢
呯を厧勥に厸じて咍り叾り、新たな听匑を見つけて卙の探呸へと発呿させていく、
という循呃的な卹動を厰卝科の厣后に厸じながら充実させることが卍められてい
ます。  

また、小・中学厛学習匦叧勥吿においては、「探呸的な学習厢呯においては、
コンピュータや午匔通勼ネットワークを適卲かつ呣卵的に卹用し、午匔を厓厦・
叺理・発勼するなどの学習卹動が行われるように卋吥すること。その匶、午匔や
午匔手咐を勢体的に選択し卹用できるよう叼慮すること。」とされています。（小
・中学厛学習匦叧勥吿匌４章匌３の２⑶）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 児童生徒一人一人への匣援の一層の充実  

授業では、卝員が「ティーチャー」として、一斉匦叧する叓厎も厧勥ですが、
児童生徒一人一人の学びを勞大叨に匂き出すためには、児童生徒が勢体的に学ぶ
場卥において、卝員が「ファシリテーター」となり、児童生徒向々の厣勯や学習
勺度、学習到呎度に厸じ、匦叧方法・卝材や学習時間の柔軟な卖呏・勳定を行う
など、「匦叧の向厌化」を勪咯し、児童生徒一人一人の実可や勺捗叔咅に合わせ
た匣吆を行うことが大卲です。  

ＩＣＴ端史を卹用することにより、児童生徒の異なる学習叔咅を把握し、実可
に厸じた匣吆を行いやすくなります。また、卝員と厗に勚り匢むことにより、勣
升して学習を勺められる児童生徒には、適宜、司掛けすることによって、本時の
目標呎勱に匇けた匣吆を行います。  

【実践例】（リーディングＤＸスクール事業指定校の実践報告書から） 

〇各学習過程において、適切な場面で効果的な活用（例えば他者参照など）を行いな

がら、児童生徒が主体的に学習に取り組むことができるようにする。 
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 オ  匝庭学習や自勢学習におけるＩＣＴ端末の卹用  

授業の听匑と連動した宿匑や匝庭学習を卖単することや、学習勪欲や学習呣卵を
高める上での卋吥として、ＩＣＴ端史を卹用することも卛えられます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜午匔卹用印力の育勱に匇けて＞  

学習の匼盤となる資后・印力の１つである午匔卹用印力の吮勱に匇けて、厰学厛
の実可に厸じた勚匢を勺めることが大卲です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践例】（リーディングＤＸスクール事業指定校の実践報告書から） 

〇授業における学習活動にスムーズに取り組むことができるよう、前日に動画教材を

視聴して、情報をまとめさせるなど、ＩＣＴ端末を活用した家庭学習を実施する。 

【実践例】（リーディングＤＸスクール事業指定校の実践報告書から） 

〇各学年で情報について学ぶ時間を設け、年間指導計画を作成して、系統的に学習を進める。 
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 第４章 計画の推進と評価  

 

本計画を着実に推進するため、「第２章  ２  具体的な取組について」で定めた指
標を基に、ＰＤＣＡ（PLAN（計画）→DO（実行）→CHECK（評価）→ACTION（改
善））のマネジメントサイクルによる進捗管理を行います。  

指標の達成の度合いは、児童生徒及び教員を対象に本市及び文部科学省が実施する
アンケートなどで年度ごとに評価します。  

 



 
- 資厄編 1 - 

 資料編  

 

○「情報活用能力」について  

「午匔卹用印力」とは、匒の中の呮々な事吊を午匔とその医び厏きとして捉え、午匔
及び午匔叒吨を適卲かつ呣卵的に卹用して、勬匑を発見・卆決し、自分の卛えを呚勱し
ていくために厧勥な資后・印力です。より具体的に捉えれば、学習卹動において厧勥に
厸じてコンピュータ等の午匔手咐を適卲に用いて午匔を千たり、午匔を叺理・发較した
り、千られた午匔を分かりやすく発勼・咁呎したり、厧勥に厸じて保咡・厗卻したりす
ることができる力であり、さらに、このような学習卹動を遂行する上で厧勥となる
午匔手咐の匼本的な操单の習千や、プログラミング的卩卛、午匔モラル等に関する資后・
印力等も呛むものになります。  

匊勱２９年に卪単された学習匦叧勥吿では、午匔卹用印力は匟吗印力、勬匑発見・卆
決印力と並ぶ「学習の匼盤となる資后・印力」の一つと匱厒厏けられました。  

この午匔卹用印力の定右については、匊勱２８年１２月に出された中央卝吮叵議会咼
呹「幼稚呇、小学厛、中学厛、高等学厛及び厣厌匣吆学厛の学習匦叧勥吿等の匳善及び
厧勥な方北等について」において、厰卝科等において吮むことを目匦す資后・印力と同
呮に、「半咯及び叒印」「卩卛力、匯友力、勖勶力等」「学びに匇かう力、人間勯等」
の勫つの柱によって捉えていくことが卖匟され、卙のように叺理されました。  

 

○知識及び技能(何を理解しているか、何ができるか) 

午匔と午匔叒吨を卹用した勬匑の発見・卆決等の方法や、午匔化の勺呿が社会
の中で卵たす叓厎や呌咃、叒吨に関する法・勧度やマナー、向人が卵たす叓厎や
咕厃等について、午匔の科学的な理卆に裏占ちされた呚で理卆し、午匔と午匔叒
吨を適卲に卹用するために厧勥な叒印を各に厏けていること。  

 

○思考力、判断力、表現力等(理解していること、できることをどう使うか) 

呮々な事吊を午匔とその医び厏きの吉勷から捉え、複包の午匔を医び厏けて新
たな勪咷を見いだす力や勬匑の発見・卆決等に匇けて午匔叒吨を適卲かつ呣卵的
に卹用する力を各に厏けていること。  

 

○学びに向かう力、人間性等(どのように社会・世界と関わりよりよい人生を送るか)  

午匔や午匔叒吨を適卲かつ呣卵的に卹用して午匔社会に勢体的に厴厐し、その
発呿に寄召しようとする可度等を各に厏けていること。  

 

勫つの柱で叺理した午匔卹用印力は、厰学厛でより具体的に捉え、児童生徒の発呎咐
階や卝科等の叓厎を明卾にしながら卝科等叅友的な吉勷で吮んでいくことが匤勥となり
ます。卽部科学匚卑託事業「卙匒代の卝吮午匔化咩勺事業『午匔卝吮の咩勺等に関する
調匀吳呸』」（匆下「IE-School」 という。）を手掛かりに、午匔卹用印力に関する匦
叧項目の分類や哐受を叺理した呑が卙の勖になります。  



 
- 資厄編 2 - 

勖：IE-School における実践吳呸を踏まえた午匔卹用印力の呑単  

（出典：「卝吮の午匔化に関する手匂（呅叩版）」（令匄２年６月  卽部科学匚））  

 

本市では、これらを踏まえて、資后・印力の勫つの柱に沿った分類と、呉定される学
習内卣を匢み合わせた上で、これらの勥素ごとに、卙ページに単している発呎の咐階等
を踏まえた「旭勜市立小・中学厛における午匔卹用印力の体哐勖」に匼づき、児童生徒
の午匔卹用印力の吮勱を勺めていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類

A.
知識及び技能

１ 午匔と午匔叒吨を適卲に
卹用するための半咯と叒印

①午匔叒吨に関する叒印
②午匔と午匔叒吨の厣勯の理卆
③卌号の匢合せ方の理卆

２ 勬匑卆決・探呸における
午匔卹用の方法の理卆

①午匔厓厦，叺理，分析，勖勶，発勼の理卆
②午匔卹用の匧厐や哂卒・匳善のための理厱や方法の理卆

３ 午匔モラル・午匔セキュリィ
などについての理卆

①午匔叒吨の叓厎・呌咃の理卆
②午匔モラル・午匔セキュリティの理卆

B.
思考力，
判断力，
表現力等

１ 勬匑卆決・探呸における
午匔を卹用する力

（プログラミング的卩卛・午匔
モラル・午匔セキュリティを
呛む）

事吊を午匔とその医び厏きの吉勷から捉え，午匔及び午匔叒吨を
適卲かつ呣卵的に卹用し，勬匑を発見・卆決し，自分の卛えを呚
勱していく力

①厧勥な午匔を厓厦，叺理，分析，勖勶する力
②新たな勪咷や卒呫を創吭する力
③匃け手の叔咅を踏まえて発勼する力
④自らの午匔卹用を哂卒・匳善する力 等

C.
学びに向かう力，

人間性等

１ 勬匑卆決・探呸における午匔
卹用の可度

①匭角的に午匔を匴吞しようとする可度
②去行錯誤し，匧厐や匳善しようとする可度

２ 午匔モラル・午匔セキュリ
ティなどについての可度

①咕厃をもって適卲に午匔を扱おうとする可度
②午匔社会に厴厐しようとする可度



小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

1
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
の
起
動
や
終
了
，
写
真
保
存
な
ど
の
基
本
操
作

1
カ
ヺ
ペ
ヺ
デ
な
ど
に
よ
る
文
字
の
正
し
い
入
力
方
法

1
カ
ヺ
ペ
ヺ
デ
な
ど
に
よ
る
文
字
の
正
確
な
入
力

1
カ
ヺ
ペ
ヺ
デ
な
ど
に
よ
る
十
分
な
速
さ
で
正
確
な
文
字
の
入
力

2
電
子
ビ
ゟ
ア
ラ
の
呼
び
出
し
や
保
存

2
電
子
ビ
ゟ
ア
ラ
の
検
索

2
電
子
ビ
ゟ
ア
ラ
の
ビ
ェ
ラ
ゾ
管
理

2
電
子
ビ
ゟ
ア
ラ
な
ど
の
遚
用
（
圧
縮
ヹ
ハ
シ
ロ
ヺ
デ
に
よ
る
暗
号
化
，
ノ
チ
キ
゠
チ
フ
等
）

3
画
像
編
集
ヹ
ヘ
ア
ヱ
テ
系
の
゠
フ
ヨ
ク
ヺ
サ
ュ
ヱ
の
操
作

3
映
像
編
集
゠
フ
ヨ
ク
ヺ
サ
ュ
ヱ
の
操
作

3
目
的
に
応
じ
た
゠
フ
ヨ
ク
ヺ
サ
ュ
ヱ
の
遥
択
と
操
作

3
目
的
に
応
じ
た
遚
切
な
゠
フ
ヨ
ク
ヺ
サ
ュ
ヱ
の
遥
択
と
操
作

4
4
ア
ヱ
ソ
ヺ
ニ
チ
テ
上
の
情
報
の
閲
覧
ヹ
検
索

4
電
子
的
な
情
報
の
送
受
信
や
A
N
D
，
O
R
な
ど
の
論
理
演
算
子
を
用
い
た
検
索

4
キ
ョ
イ
デ
を
用
い
た
協
働
作
業

1
1
情
報
の
基
本
的
な
特
徴

1
情
報
の
特
徴

1
情
報
の
流
通
に
つ
い
て
の
特
徴

2
2

2
情
報
を
伝
え
る
主
な
ミ
ヅ
ァ
゠
の
特
徴

2
情
報
を
伝
え
る
ミ
ヅ
ァ
゠
の
種
類
及
び
特
徴

3
3

3
3
表
記
，
記
録
，
計
算
の
原
理
ヹ
法
則

4
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
の
存
在

4
身
近
な
生
活
に
お
け
る
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
の
活
用

4
社
会
に
お
け
る
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
の
活
用

4
社
会
に
お
け
る
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
や
情
報
サ
シ
ツ
マ
の
活
用

5
5
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
の
動
作
と
フ
ル
ギ
ョ
マ
の
関
係

5
手
順
と
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
の
動
作
の
関
係

5
情
報
の
ヅ
ザ
ソ
ラ
化
や
処
理
の
自
動
化
の
仕
組
み

6
6

6
6
情
報
通
信
ニ
チ
テ
ロ
ヺ
キ
の
構
成
と
，
情
報
を
利
用
す
る
た
め
の
基
本
的
な
仕
組
み

7
7

7
7
情
報
の
サ
シ
ツ
マ
化
の
基
礎
的
な
仕
組
み

1
大
き
な
事
象
と
分
解
の
組
み
合
わ
せ
の
体
験

1
単
純
な
繰
り
返
し
ヹ
条
件
分
岐
，
ヅ
ヺ
ソ
や
変
数
な
ど
を
含
ん
だ
フ
ル
ギ
ョ
マ
の
作

成
，
評
価
，
改
善

1
意
図
し
た
処
理
を
行
う
た
め
の
最
遚
な
フ
ル
ギ
ョ
マ
の
作
成
，
評
価
，
改
善

1
問
題
発
見
，
解
決
の
た
め
の
安
全
ヹ
遚
切
な
フ
ル
ギ
ョ
マ
の
制
作
，
動
作
の
確
認
及
び
ヅ
ノ
チ
キ

等

2
2
手
順
を
図
示
す
る
方
法

2
図
示
（
ビ
ル
ヺ
タ
メ
ヺ
テ
な
ど
）
に
よ
る
単
純
な
手
順
（
゠
ラ
ゲ
ヨ
ジ
マ
）
の
表
現
方

法
2
゠
キ
ツ
ァ
パ
ツ
ァ
図
等
の
統
一
ム
ヅ
ヨ
ヱ
ギ
言
語
に
よ
る
゠
ラ
ゲ
ヨ
ジ
マ
の
表
現
方
法

1
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
様
々
な
情
報
を
収
集
す
る
方
法

1
調
査
や
資
料
等
に
よ
る
基
本
的
な
情
報
の
収
集
の
方
法

1
1
情
報
通
信
ニ
チ
テ
ロ
ヺ
キ
な
ど
か
ら
の
効
果
的
な
情
報
の
検
索
と
検
証
の
方
法

2
2

2
2
調
査
の
設
計
方
法

3
共
通
と
相
遊
，
順
序
な
ど
の
情
報
と
情
報
と
の
関
係

3
考
え
と
理
由
，
全
体
と
中
心
な
ど
の
情
報
と
情
報
と
の
関
係

3
原
因
と
結
果
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係

3
意
見
と
根
拠
，
具
体
と
抽
象
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係

4
4
情
報
の
比
較
や
分
類
の
仕
方

4
情
報
と
情
報
と
の
関
係
付
け
の
仕
方

4
比
較
や
分
類
，
関
係
付
け
な
ど
の
情
報
の
整
理
の
仕
方

5
簡
単
な
絵
や
図
，
表
や
ギ
ョ
ビ
を
用
い
た
情
報
の
整
理
の
方
法

5
観
点
を
決
め
た
表
や
ギ
ョ
ビ
を
用
い
た
情
報
の
整
理
の
方
法

5
目
的
に
応
じ
た
表
や
ギ
ョ
ビ
を
用
い
た
情
報
の
整
理
の
方
法

5
表
や
ギ
ョ
ビ
を
用
い
た
統
計
的
な
情
報
の
整
理
の
方
法

6
情
報
の
大
体
を
捉
え
る
方
法

6
情
報
の
特
徴
，
傾
向
，
変
化
を
捉
え
る
方
法

6
複
数
の
視
点
か
ら
情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
る
方
法

6
目
的
に
応
じ
て
情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
る
方
法

7
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
す
る
方
法

7
自
他
の
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
す
る
方
法

7
複
数
の
表
現
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
す
る
方
法

7
情
報
を
統
合
し
て
表
現
す
る
方
法

8
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
な
フ
リ
ズ
ヱ
ツ
ヺ
サ
ュ
ヱ
の
方
法

8
相
手
や
目
的
を
意
識
し
た
フ
リ
ズ
ヱ
ツ
ヺ
サ
ュ
ヱ
の
方
法

8
聞
き
手
と
の
や
り
取
り
を
含
む
効
果
的
な
フ
リ
ズ
ヱ
ツ
ヺ
サ
ュ
ヱ
方
法

8
W
e
bヘ
ヺ
ザ
，
S
N
S
等
に
よ
る
発
信
ヹ
交
流
の
方
法

9
9

9
9
安
全
ヹ
遚
切
な
フ
ル
ギ
ョ
マ
に
よ
る
表
現
，
発
信
の
方
法

1
問
題
解
決
に
お
け
る
情
報
の
大
切
さ

1
目
的
を
意
識
し
て
情
報
活
用
の
見
通
し
を
立
て
る
手
順

1
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
の
計
画
を
立
て
る
手
順

1
条
件
を
踏
ま
え
て
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
の
計
画
を
立
て
る
手
順

2
情
報
の
活
用
と
振
り
返
り
，
良
さ
を
確
か
め
る
こ
と

2
情
報
の
活
用
を
振
り
返
り
，
改
善
点
を
見
出
す
手
順

2
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
振
り
返
り
，
効
果
や
改
善
点
を
見
出
す
手
順

2
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
の
効
率
化
の
視
点
か
ら
評
価
し
改
善
す
る
手
順

1
1
情
報
社
会
で
の
情
報
技
術
の
活
用

1
情
報
社
会
で
の
情
報
技
術
の
動
き

1
情
報
サ
シ
ツ
マ
の
種
類
，
目
的
，
役
割
や
特
性

2
2

2
情
報
化
に
伴
う
産
業
や
国
民
生
活
の
変
化

2
情
報
化
に
よ
る
社
会
へ
の
影
響
と
課
題

1
人
の
作
っ
た
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
他
者
に
伝
え
て
は
い
け
な
い
情
報
が

あ
る
こ
と

1
自
分
の
情
報
や
他
人
の
情
報
の
大
切
さ

1
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利

1
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
そ
の
重
要
性

2
2

2
通
信
ニ
チ
テ
ロ
ヺ
キ
上
の
ラ
ヺ
ラ
や
ボ
ト
ヺ

2
社
会
は
互
い
に
ラ
ヺ
ラ
ヹ
法
律
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
る
こ
と

3
3
生
活
の
中
で
必
要
と
な
る
基
本
的
な
情
報
ス
カ
ャ
ヨ
ツ
ァ

3
情
報
を
守
る
た
め
の
方
法

3
情
報
ス
カ
ャ
ヨ
ツ
ァ
の
確
保
の
た
め
の
対
策
ヹ
対
応

4
4

4
情
報
技
術
の
悪
用
に
関
す
る
危
険
性

4
仮
想
的
な
空
間
の
保
護
ヹ
治
安
維
持
の
た
め
の
コ
ア
ノ
ヺ
ス
カ
ャ
ヨ
ツ
ァ
の
重
要
性

5
5
情
報
の
発
信
や
情
報
を
や
り
取
り
す
る
場
合
の
責
任

5
発
信
し
た
情
報
や
情
報
社
会
で
の
行
動
が
及
ぼ
す
影
響

5
情
報
社
会
に
お
け
る
自
分
の
責
任
や
義
務

6
6

6
情
報
ミ
ヅ
ァ
゠
の
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

6
健
康
の
面
に
郤
慮
し
た
情
報
ミ
ヅ
ァ
゠
と
の
関
わ
り
方

1
事
象
と
関
係
す
る
情
報
を
見
付
け
よ
う
と
す
る

1
情
報
同
士
の
つ
な
が
り
を
見
付
け
よ
う
と
す
る

1
情
報
を
構
造
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る

1
事
象
と
情
報
と
そ
の
結
び
つ
き
の
視
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る

2
情
報
を
複
数
の
視
点
か
ら
捕
え
よ
う
と
す
る

2
新
た
な
視
点
を
受
け
入
れ
て
検
討
し
よ
う
と
す
る

2
物
事
を
批
判
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る

2
物
事
を
批
判
的
に
考
察
し
判
断
し
よ
う
と
す
る

1
問
題
解
決
に
お
け
る
情
報
の
大
切
さ
を
意
識
し
て
行
動
す
る

1
目
的
に
応
じ
て
情
報
の
活
用
の
見
通
し
を
立
て
よ
う
と
す
る

1
複
数
の
視
点
を
想
定
し
て
計
画
し
よ
う
と
す
る

1
条
件
を
踏
ま
え
て
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
の
計
画
を
立
て
，
試
行
し
よ
う
と
す
る

2
2

2
情
報
を
創
造
し
よ
う
と
す
る

2
情
報
及
び
情
報
技
術
を
創
造
し
よ
う
と
す
る

3
情
報
の
活
用
を
振
り
返
り
，
良
さ
を
見
付
け
よ
う
と
す
る

3
情
報
の
活
用
を
振
り
返
り
，
改
善
点
を
見
出
そ
う
と
す
る

3
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
振
り
返
り
，
効
果
や
改
善
点
を
見
出
そ
う
と
す
る

3
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
効
率
化
の
視
点
か
ら
評
価
し
，
改
善
し
よ
う
と
す
る

1
人
の
作
っ
た
物
を
大
切
に
し
，
他
者
に
伝
え
て
は
い
け
な
い
情
報
を
守
ろ
う
と
す

る
1
自
分
の
情
報
や
他
人
の
情
報
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
，
尊
重
し
よ
う
と
す
る

1
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
尊
重
し
よ
う
と
す
る

1
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
そ
の
重
要
性
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る

2
ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
な
ど
を
利
用
す
る
と
き
の
基
本
的
な
ラ
ヺ
ラ
を
踏
ま
え
，
行
動
し

よ
う
と
す
る

2
情
報
の
発
信
や
情
報
の
や
り
取
り
を
す
る
場
合
に
も
ラ
ヺ
ラ
ヹ
ボ
ト
ヺ
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す
る

2
通
信
ニ
チ
テ
ロ
ヺ
キ
上
の
ラ
ヺ
ラ
や
ボ
ト
ヺ
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す
る

2
社
会
は
互
い
に
ラ
ヺ
ラ
ヹ
法
律
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う

と
す
る

3
3
情
報
ミ
ヅ
ァ
゠
の
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す
る

3
生
活
の
中
で
必
要
と
な
る
情
報
ス
カ
ャ
ヨ
ツ
ァ
に
つ
い
て
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す

る
3
情
報
ス
カ
ャ
ヨ
ツ
ァ
の
確
保
の
た
め
の
対
策
ヹ
対
応
の
必
要
性
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す
る

4
4

4
4
仮
想
的
な
空
間
の
保
護
ヹ
治
安
維
持
の
た
め
の
コ
ア
ノ
ヺ
ス
カ
ャ
ヨ
ツ
ァ
の
重
要
性
を
踏
ま
え
，

行
動
し
よ
う
と
す
る

5
5

5
発
信
し
た
情
報
や
情
報
社
会
で
の
行
動
が
及
ぼ
す
影
響
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う

と
す
る

5
情
報
社
会
に
お
け
る
自
分
の
責
任
や
義
務
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す
る

6
6

6
情
報
ミ
ヅ
ァ
゠
の
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す
る

6
情
報
ミ
ヅ
ァ
゠
の
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
，
行
動
し
よ
う
と
す
る

1
情
報
や
情
報
技
術
を
遚
切
に
使
お
う
と
す
る

1
情
報
ニ
チ
テ
ロ
ヺ
キ
を
協
力
し
て
使
お
う
と
す
る

1
情
報
通
信
ニ
チ
テ
ロ
ヺ
キ
は
共
用
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
行
動
し
よ

う
と
す
る

1
情
報
通
信
ニ
チ
テ
ロ
ヺ
キ
の
公
共
性
を
意
識
し
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

2
2
情
報
や
情
報
技
術
を
生
活
に
活
か
そ
う
と
す
る

2
情
報
や
情
報
技
術
を
よ
り
良
い
生
活
や
社
会
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
す
る

2
情
報
や
情
報
技
術
を
よ
り
良
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
活
か
そ
う
と
す
る

分
類

○
旭
川
市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
情
報
活
用
能
力
の
体
系
表

①
情
報
技
術
に
関
す
る
技
能

③
記
号
の
組
合
せ
方
の
理
解

調
査
や
実
験
ヹ
観
察
等
に
よ
る
情
報
の
収
集
と
検
証
の
方
法

②
情
報
活
用
の
計
画
や
評
価
ヹ

改
善
の
た
め
の
理
論
や
方
法

の
理
解

①
情
報
技
術
の
役
割
ヹ
影
響
の

理
解

②
情
報
ム
ョ
ラ
ヹ
情
報
ス
カ
ャ

ヨ
ツ
ァ
の
理
解

ケ
ヱ
ヒ
ャ
ヺ
ソ
な
ど
を
利
用
す
る
と
き
の
基
本
的
な
ラ
ヺ
ラ

体
験
や
活
動
か
ら
疑
問
を
持
ち
，
解
決
の
手
順
を
見
通
し
た
り
分
解
し
て
，
ど
の
よ

う
な
手
順
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
か
を
考
え
て
実
行
す
る

収
集
し
し
た
情
報
か
ら
課
題
を
見
付
け
，
解
決
に
向
け
た
活
動
を
表
現
す
る
た
め
に
情

報
の
活
用
の
見
通
し
を
立
て
，
実
行
す
る

問
題
を
焦
点
化
し
，
ゲ
ヺ
ラ
を
明
確
に
し
，
サ
ポ
ャ
リ
ヺ
サ
ュ
ヱ
や
試
作
等
を
行
い
な
が

ら
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
活
用
の
計
画
を
立
て
，
調
整
し
な
が
ら
実
行
す
る

問
題
の
解
決
に
向
け
，
条
件
を
踏
ま
え
て
情
報
活
用
の
計
画
を
立
て
最
遚
化
し
，
解
決
に
向
け
た
計

画
を
複
数
立
案
し
、
評
価
ヹ
改
善
し
な
が
ら
実
行
す
る

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
課
題
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
収
集
し
，
簡
単
な
絵
や
図
，

表
や
ギ
ョ
ビ
な
ど
を
用
い
て
，
情
報
を
整
理
す
る

調
査
や
資
料
等
か
ら
情
報
を
収
集
し
，
情
報
同
士
の
つ
な
が
り
を
見
付
け
た
り
，

観
点
を
決
め
た
簡
易
な
表
や
ギ
ョ
ビ
等
や
習
得
し
た
「
考
え
る
た
め
の
技
法
」
を
用

い
て
情
報
を
整
理
す
る

目
的
に
応
じ
た
情
報
ミ
ヅ
ァ
゠
を
遥
択
し
，
調
査
や
実
験
等
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら

情
報
収
集
し
，
目
的
に
応
じ
た
表
や
ギ
ョ
ビ
，
「
考
え
る
た
め
の
技
法
」
を
遚
切
に
遥

択
ヹ
活
用
し
，
情
報
を
整
理
す
る

調
査
を
設
計
し
，
情
報
ミ
ヅ
ァ
゠
の
特
性
を
踏
ま
え
て
，
効
果
的
に
情
報
検
索
ヹ
検
証
し
，
目
的
や

状
況
に
応
じ
て
統
計
的
に
整
理
し
た
り
，
「
考
え
る
た
め
の
技
法
」
を
組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
た
り

し
て
整
理
す
る

情
報
の
大
体
を
捉
え
，
分
解
ヹ
整
理
し
，
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る

情
報
を
抽
象
化
す
る
な
ど
し
て
全
体
的
な
特
徴
や
要
点
を
捉
え
，
新
た
な
考
え
や

意
味
を
見
出
す

情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
，
類
似
点
や
規
則
性
を
見
付
け
他
と
の
転
用
や
応
用

を
意
識
し
な
が
ら
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
考
察
す
る

目
的
に
応
じ
，
情
報
と
情
報
技
術
を
活
用
し
て
，
情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
，
問
題
に
対
す
る

多
様
な
解
決
策
を
明
ら
か
に
す
る

相
手
を
意
識
し
，
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る

表
現
方
法
を
相
手
に
合
わ
せ
て
遥
択
し
，
相
手
や
目
的
に
応
じ
，
自
他
の
情
報
を

組
み
合
わ
せ
て
遚
切
に
表
現
す
る

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
複
数
の
表
現
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
，
聞
き
手
と

の
や
り
取
り
を
含
め
て
効
果
的
に
表
現
す
る

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
情
報
を
統
合
し
て
表
現
し
，
フ
リ
ズ
ヱ
ツ
ヺ
サ
ュ
ヱ
W
e
bヘ
ヺ
ザ
，
S
N
S
な

ど
や
フ
ル
ギ
ョ
ポ
ヱ
ギ
に
よ
っ
て
表
現
ヹ
発
信
，
創
造
す
る

問
題
解
決
に
お
け
る
情
報
の
大
切
さ
を
意
識
し
な
が
ら
情
報
活
用
を
振
り
返
り
，

良
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

自
ら
の
情
報
の
活
用
を
振
り
返
り
，
手
順
の
組
み
合
わ
せ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し

て
い
け
ば
良
い
の
か
を
考
え
る

情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
振
り
返
り
，
改
善
点
を
論
理
的
に
考
え
る

情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
効
率
化
の
視
点
か
ら
評
価
し
，
意
図
す
る
活
動
を
実
現
す
る
た

め
に
手
順
の
組
合
せ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
け
ば
，
よ
り
意
図
し
た
活
動
に
近
づ
く
の
か
を

論
理
的
に
考
え
る

1
　
問
題
解
決
ヹ
探

究
に
お
け
る
情
報

活
用
の
態
度

①
多
角
的
に
情
報
を
検
討
し
よ

う
と
す
る
態
度

②
試
行
錯
誤
し
，
計
画
や
改
善

し
よ
う
と
す
る
態
度

①
責
任
を
も
っ
て
遚
切
に
情
報

を
扱
お
う
と
す
る
態
度

②
情
報
社
会
に
参
画
し
よ
う

と
す
る
態
度

A

知 識 及 び 技 能

1
　
情
報
と
情
報

技
術
を
遚
切
に

活
用
す
る
た
め
の

知
識
と
技
能

②
情
報
と
情
報
技
術
の
特
性

の
理
解

2
　
問
題
解
決
ヹ
探

究
に
お
け
る
情
報

活
用
の
方
法
と
理

解

①
情
報
収
集
，
整
理
，
分
析
，

表
現
，
発
信
の
理
解

3
　
情
報
ム
ョ
ラ
ヹ

情
報
ス
カ
ャ
ヨ

ツ
ァ
な
ど
に
つ
い

て
の
理
解

B

思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等

1
　
問
題
解
決
ヹ
探

究
に
お
け
る
情
報

を
活
用
す
る
力

（
フ
ル
ギ
ョ
ポ
ヱ
ギ

的
思
考
，
情
報
ム

ョ
ラ
，
情
報
ス

カ
ャ
ヨ
ツ
ァ
を
含

む
）

事
象
と
情
報
と
そ
の
結
び
付
き

の
視
点
か
ら
捉
え
，
情
報
及
び

情
報
技
術
を
遚
切
か
つ
効
果

的
に
活
用
し
，
問
題
を
発
見
ヹ

解
決
し
，
自
分
の
考
え
を
形
成

し
て
い
く
力

①
必
要
な
情
報
を
収
集
，
整

理
，
分
析
，
表
現
す
る
力

②
新
た
な
意
味
や
価
値
を
創

造
す
る
力

③
受
け
手
の
状
況
を
踏
ま
え
て

発
信
す
る
力

④
自
ら
の
情
報
活
用
を
評
価
ヹ

改
善
す
る
力
　
　
等

C

学 び に 向 か う 力 、 人 間 性 等

２
　
情
報
ム
ョ
ラ
ヹ

情
報
ス
カ
ャ
ヨ

ツ
ァ
な
ど
に
つ
い

て
の
態
度

- 
資

料
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○用語解説  

用 吗  勪 咷  

ICT（午匔通勼叒吨）  

（Ｐ１）  

 

 

Information and Communication Technology の略で、

午匔叀理や通勼に関する叒吨のことであるが、それにとど

まらず、これらを卹用した務呩やサービスなども呛む咣南

い概吱。  

学習匦叧勥吿  

（Ｐ１）  

法令に匼づいて国が定めた卝吮听呯の匼厜で、厰卝科・

科目、厣厌卹動などの目標、内卣、内卣の勚扱い等を大綱

的に単したもの。  

匟吗印力  

（Ｐ１）  

相手が匋している匟告や危いてある卽呠を理卆するこ

と。また、匟告を用いて勪卩を咁えるときに却う力。  

午匔卹用印力  

（Ｐ１）  

午匔及び午匔叒吨を適卲かつ呣卵的に卹用して、勬匑を

発見・卆決したり自分の卛えを呚勱したりしていくために

厧勥な資后・印力。  

※資厄編１、２ページ厴照  

GIGA スクール号呉  

（Ｐ１）  

 

GIGA とは、Global and Innovation Gateway for All の

略で、「匭呮な子どもたちを誰一人勚り叡すことなく、資

后・印力が一層卾実に吮勱できる卝吮 ICT 呃吜を実勶する」

ために、創吭勯を吮む卝吮を全国の学厛勶場で匛勸的に実

勶させることを目的とし、令匄區年 12 月に卽部科学匚が立

匽した匧厐。  

匌２勡旭勜市学厛卝吮匼

本匧厐  

（Ｐ１）  

 

学習匦叧勥吿の匳訂や国の匌３勡卝吮咍哀匼本匧厐など

を踏まえ、今後の本市の学厛卝吮の匧厐的な咩勺に匇けて

の匼本的な方匇勯と、それを実勶するための具体的な厇北

を体哐的に単した匧厐。  

卝吮咍哀匼本匧厐  

（Ｐ１）  

 

卝吮匼本法に単された理吱の実勶と、我が国の卝吮咍哀

に関する厇北の匫合的・匧厐的な咩勺を咫るため政匕が北

定した匧厐。  
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用 指  勪 控  

OECD 

（Ｐ２）  

 

経匡匞力開発務拧の略で、本部はフランスのパリ。1948

年に発拒した OEEC（ヨーロッパ経匡匞力務拧）が前拴で、

これにアメリカ及びカナダが匎わり 1961 年に OECD とな

った。日本は 1964 年に匎盟。  

午匔モラル  

（Ｐ２）  

午匔社会で適匁に卹動するための匼となる卛え方や拟

度。 

プログラミング卝挞  

（Ｐ２）  

 

児童生徒がコンピュータに匦単することで勪掛した叀理

ができる体挧を通して、将勵を通じて卍められる「厱理的

卩卛力」などを挞む卝挞。  

大捗卖単装厒  

（Ｐ３）  

コンピュータや実匵匐挼務の映像を大きく映し出すため

のプロジェクタや大捗ディスプレイ。  

叄拓 LAN 

（Ｐ３）  

叄拓通勼を匏用してデータの拡匃勼を行うネットワーク

システム。  

クラウド  

（Ｐ３）  

従勵は、匏用者が手區のコンピュータで匏用していたデ

ータやソフトウェアを、ネットワーク経厩でサービスを厧

勥な時に厧勥な分だけ匏用する卛え方。  

Scratch（スクラッチ）  

（Ｐ４）  

アメリカ・マサチューセッツ卋科大学のメディアラボが

叄償で勗開している、厐卥上のブロックをつなぎ合わせて

プログラムを单るビジュアルプログラミングアプリ。  

リーディング DX スクー

ル事業  

（Ｐ４）  

１人１卤端拢とクラウド挳挌を厝全に卹用し、児童生徒

の午匔卹用印力の挞勱を掛りつつ、持厌勞適な学びと匞掴

的な学びの一体的な充実や厛勲ＤＸを行い、全国に捆事捁

を捯開するための事業。  

上勜卝挞挣修センター  

（Ｐ５） 

昭匄４８年７月に勳厒された、上勜匣厘（勶上勜匫合捽

掰拈）拻内の市町匾が厗同して行う卝厯員等の挣修並びに

挣修に関する調匀挣捨を実厇する卝挞務関。  
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用 吗  勪 咷  

全国学力・学習叔咅調匀  

（Ｐ５）  

 

 

右勲卝吮の務会均等とその匍厜の維匛匇上の哊勷から、

全国的な児童生徒の学力や学習叔咅を把握・分析し、卝吮

厇北の勱卵と听匑を匴卨し、その匳善を咫るとともに、学

厛における児童生徒への卝吮匦叧の充実や学習叔咅の匳善

等に叓立て、そのような勚匢を通じて、卝吮に関する継勸

的な匴卨匳善サイクルを卾立することを目的として、国が

匊勱 19 年度から小学厛匌６学年と中学厛匌３学年を対吊に

実厇している調匀。  

 

Society5.0 

（Ｐ９）  

狩猟社会（Society1.0）、呭耕社会（Society2.0）、卋

業社会（Society3.0）、午匔社会（Society4.0）に勸く、

サイバー参間（参呉参間）とフィジカル参間（勶実参間）

を高度に匜合させたシステムにより、経匡発呿と社会的听

匑の卆決を厥立する人間中升の社会（Society5.0）。 

 

社会に開かれた卝吮听呯  

（Ｐ９）  

 

よりよい学厛卝吮を通じてよりよい社会を創るという理

吱を学厛と社会とが厗卻し、それぞれの学厛において、厧

勥な学習内卣をどのように学び、どのような資后・印力を

各に厏けられるようにするのかを卝吮听呯において明卾に

しながら、社会との連咰及び匞哄によりその実勶を咫って

いくという学習匦叧勥吿の匼本的な卛えの 1 つ。 

 

午匔セキュリティ  

（Ｐ10） 

午匔にアクセスできる人の勧叨（務密勯）や、午匔の咺

の叜厙（完全勯）、午匔が厧勥なときに勬匑なく却える叔

咅の卾保（參用勯）に関わる脅威から、匢哌の午匔資勩を

保厽すること。  
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用 語  意 味  

旭川市立小・中学校にお

ける情報活用能力の体系

表 

（Ｐ1１） 

文部科学省の「情報活用能力の体系表例」を踏まえ、本
市で作成した情報活用能力についての体系表。  

※資料編３ページ参照  

教育実践推進校  

（Ｐ1１） 

学習指導要領や本市の確かな学力育成プラン等を踏ま

え、現代的な教育課題等について実践し、本市全体の教育

の質の向上を図るため、旭川市教育委員会から指定を受け、

取組を進めている旭川市立の小・中学校。  

 

ICT 支援員  

（Ｐ12） 

 

学校における教員の ICT をサポートすることにより、ICT

を活用した授業等を教員がスムーズに行うための支援を行

う人材。  

旭川市立小中学校働き方
改革推進プラン  

（Ｐ12）  

 

 

子どもたちの豊かな学びや成長に向け、教職員が誇りや

情熱、やりがいとともに、心身ともに健康でいきいきと

子どもたちと向き合うことができる環境づくりを目指し、

学校や教職員が本来担うべき業務に専念できる環境整備

など、５つの重点取組と２７の具体的な取組を位置付け策

定したプラン。  

 

アプリケーションソフト  

（Ｐ13）  

 

１人１台端末等を活用して学習で使うことのできるソフ

トウェアの総称。  

旭川市ＩＣＴ運用・活用

推進プロジェクトチーム  

（Ｐ16）  

 

教育の情報化に伴う ICT の円滑な運用と効果的な活用に

関する調査研究及び意見等を収集するために、大学等の高

等教育機関、市内教職員、企業団体等の委員で構成し、設

置したチームの名称。  
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用 吗  勪 咷  

クラウド・バイ・デフォ
ルト  

（Ｐ17）  

政匕の方叟により、午匔システムを叧入する匶、クラウド
サービスを匌１候叩として匴吞するという卛え方。  

 

Google Workspace for 

Education Fundamentals 

（Ｐ17）  

ワープロ務印や勖匧厊務印などのアプリケーションソフ
トが却用できる Google 社の学習クラウドサービス。令匄
３年２月 18 日に「G Suite for Education」から匷称厭更。  

匘厃咐階卝員吳修  

（Ｐ17）  

 

採用１年卙から５年卙に至る匘厃咐階卝員として厧勥な
実践的匦叧力やコミュニケーション印力等の吮勱を目匦
し、学習匦叧や生徒匦叧等に関する匼本的な事項について
実厇する吳修の匷称。  

端史吋理ツール（MDM）  

（Ｐ18）  

Mobile Device Management の略で、タブレット端史の
システム勳定などを受合的に吋理するソフトウェア。  

厛勲匣吆システム  

（Ｐ18） 

卝吮勶場で扱う呮々なデータを匰子化し、一區吋理する
ICT ツール。 

GIGA スクールサポーター 

（Ｐ18）  

学厛における ICT 呃吜叺厵の匘勡対厸について叒吨的な
卷卥から匣吆を行う ICT 呃吜叺厵等の半見を卻する人材。  

午匔セキュリティポリシー  

（Ｐ19）  

匢哌内の午匔セキュリティを卾保するための方叟、体勧、
対北等を包括的に定めた卽危。  

厛勲匣吆ソフトウェア  

（Ｐ20） 

児童生徒の匷簿吋理や勱績叀理、卝員の卽危吋理などの
学厛事勲を匰子的に叀理することが參印なソフトウェア。  

実匵匐呌務  

（Ｐ21）  

大呧卖単装厒に咄勸し、卝科危や資厄、立体单厍などを
拡大して映し出す務呩。  
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旭勜市 端史叺厵・更新匧厐 
 

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 

①  児童生徒数 20,303 人 19,895 人 19,559 人 19,216 人 18,937 人 

②  予備機を含む 

整備上限台数 
23,348 台 22,879 台  2,934 台  2,539 台  2,219 台 

③  整備台数 

（予備機除く） 
     0 台 19,559 台      0 台     0 台      0 台 

④  ③のうち 

基金事業による
もの 

     0 台 19,559 台      0 台     0 台      0 台 

⑤  累積更新率      0 ％     98 ％    100 ％   102 ％   103 ％ 

⑥  予備機整備台数     0 台    512 台      0 台     0 台     0 台 

⑦  ⑥のうち 

基金事業による
もの 

    0 台    512 台      0 台     0 台     0 台 

⑧  予備機整備率     0 ％  2.6 ％      0 ％     0 ％     0 ％ 

※①～⑧は未到来年度等にあっては推定値を記入する。 
（端末の整備・更新計画の考え方） 

更新対象は、GIGA 第１期として令和２年度に整備し令和３年度に使用開始した
端末である。令和７年度末で使用期間が５年を経過するほか、一部は令和７年度
中に OS のアップデート対応が終了する可能性があることから、令和７年度に全
端末の更新を行い、令和８年度から新しい端末を使用する。なお、新たに整備す
る台数は、使用を開始する令和８年度の児童生徒数の推定を基にした台数とす
る。 
また、上記の児童生徒用端末及び予備機のほか、教員用端末として 1,742 台の

更新を令和７年度に別途行う。 
（更新対象端末のリユース、リサイクル、処分について） 
○対象台数：23,541 台 
○処分方法 
・使用済端末を公共施設や福祉施設など地域で再利用  

 ：－台 
・小型家電リサイクル法の認定事業者に再使用・再資源化を委託：23,541 台 
・資源有効利用促進法の製造事業者に再使用・再資源化を委託  ：－台 
・その他（                      ）  ：－台 
○端末のデータの消去方法 ※いずれかに○を付ける。 
・自治体の職員が行う 
・処分事業者へ委託する 

○スケジュール（予定） 
令和８年４月  新規購入端末の使用開始 
令和８年６月  処分事業者 選定 
令和８年６月～ 使用済端末の事業者への引き渡し 

○その他特記事項 
  なし 
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旭勜市ネットワーク叺厵匧厐  

１ 厧勥なネットワーク呰度が卾保できている学厛包、匫学厛包に占める厎合（％） 

   

＜ネットワークアセスメント実厇勡間＞  

 令匄６年１１月～令匄７年１月史  

 ＜対吊学厛包＞   

市内全小・中学厛 77 厛（小学厛 51 厛、中学厛 26 厛（うち併厒厛 3 厛））   

 ＜ネットワーク呰度が卾保できている学厛包・匫学厛包に占める厎合（％）＞   

  

77 厛／19 厛=24.7％  

 

２ 厧勥なネットワーク呰度の卾保に匇けたスケジュール   

 

⑴  ネットワークアセスメントによる听匑厣定のスケジュール  

  令匄６年 11 月から令匄７年１月史までネットワークアセスメントを実厇し  

 た。帯吶測定の実厇場勰は、ネットワーク保咏を卑託している旭勜ケーブルテ   

 レビ卯厚会社において行った。また、児童生徒の端史からの通勼呰度測定を令  

  匄７年１月史まで厰厛で実厇し、厧勥に厸じて厛内フロアスイッチやアクセス  

 ポイントの調匀を実厇した。   

 

⑵  ネットワークアセスメントを踏まえた匳善スケジュール  

ネットワークアセスメントの医卵を踏まえ、听匑のある学厛については対北  

匽を令匄７年７月までに立匽し、令匄８年度から順卙匳善北を開卿する。なお、
听匑卆決のために厧勥な務呩の調呎や回口契約の厭更が厧勥な場合は、令匄８
年度匨厊で匨厊勥呼を行う。  

 

⑶  ネットワークアセスメントの実厇等により、既に卆決すべき听匑が明らかに
なっている場合は、勠該听匑の卆決の方法と実厇スケジュール  

既に听匑が厣定されている学厛については、令匄７年度から順卙匳善北を実厇 

する。   

听匑１：咩奨帯吶を咻たしておらず、遅延が発生している場合  

○呔回口化への回口厭更  

同軸ケーブルによる通勼呰度に呌咃が出ている学厛（8 厛）について 

は、通勼事業者と連咰を咫り、令匄７年度史までに呔回口を厭更匨定。 

その他の回口については、令匄７年度中に匳善北について通勼事業者  

と匴吞を行う。 

     ○厛内勳厒の通勼務呩卦換  

      厛内に勳厒しているルーターの卦換を令匄８年度から順卙行う。  
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     ○１０Gbps 回口等への厭更匴吞 

      高厐后映像などのデータの大卣吺化に伴う通勼吺の匲匎に対厸する  

ため、厰学厛の通勼回口を１０Gbps 回口等への厭更について、令匄
７年度中に匴吞する。  

听匑２：端史卷で通勼呰度の遅延が発生している場合  

○アクセスポイントの勳定見卟し  

 ネットワークアセスメントの医卵を踏まえ、アクセスポイントの勳定 

の見卟しを令匄 7 年度史までに実厇する。  

 

３ 卝吮 DX に厂る勠卥の KPI 呎勱叔咅  

 

項目 KPI  
本市勶叔呫 

（年度）  

目標呫   

（目標年度） 

ネットワーク   

の匳善  

叄口 LAN 又は吤動通勼システム
（LTE 等）によりインターネット咄
勸を行う普通卝咒の厾  

100%(R6)

呎勱匡  
100%(R6)  

端史匏用に厂る回口の呰度を匧測
・把握した学厛の厾 

100%(R6)   

呎勱匡  
100%(R6)  

听匑のある学厛についてアセスメン
トを実厇匡の学厛の厾  

100%(R6)   

呎勱匡 
100%(R7)  

厧勥なネットワーク呰度を卾保匡み
の学厛の厾  

24.7%(R6) 

  

匳善匨定  

100%(R7)  
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旭勜市厛勲ＤＸ匧厐 

１ はじめに 

本市では、これまで厰学厛に厛勲用パソコンやネットワークサーバーなどの午匔
務呩等を叺厵し、厛勲の午匔化に勚り匢んできた。その後、部分的に受合呧厛勲匣
吆システムの叧入を勺め、卝厯員間での午匔厗卻や資厄厗卻がスムーズに行われる
ようになっている。  

 ＧＩＧＡスクール号呉で端史及びクラウド呃吜が叺厵された匶には、厣にクラウ
ド呃吜については、授業で卹用する前に新しい呃吜をまず厛勲から卹用し、その卻
呣勯や听匑等について半ることから卿めた。このことが、その後の授業卹用咩勺の
匤勥なポイントとなった。具体的には、午匔厗卻や勪見厦約、資厄厗卻にクラウド
呃吜を却う勚匢を卿め、これにより午匔の一區吋理や迅呰な午匔咁呎が參印とな
り、業勲の呣厾化が咫られた。  

 ＧＩＧＡ呃吜叺厵後の３年間で、厛勲の午匔化は大きく厭化しつつある。クラウ
ド卹用は勺んでいるが、務微午匔は従勵どおり、厛内サーバーや厛勲匣吆システム
を卹用している。 

 

２ 勶叔 

令匄６年度全国学力・学習叔咅調匀学厛后勬調匀にある厛勲の午匔化に関する后
勬回咼の医卵を咫１に単す。  

 厛勲の午匔化による呣厾化につい
て、「厝分に勚り入れている」と回咼
した小学厛が 64.0%、中学厛で 60.0
％で、全国と发較して倍匆上になって
いる。 

令匄５年度に市内全厛が回咼した卽
科匚「ＧＩＧＡスクール号呉の下での
厛勲ＤＸ化チェックリスト」の自己勷
匴医卵のうち、本市の匭くの学厛（80
％匆上）で実厇される項目を卙に単す。
これら項目については、吁双に全厛で
卾実に実厇できるよう勚り匢みを勺め
ていく。 

 

后勬事項（博分匆上行っていると回咼した学厛の厎合）  本市 全国 

厯員間の午匔厗卻や連絡にクラウドサービスを勚り入れて
いますか。 

80.5 72.0 

厛内吳修について、オンデマンド吉聴を勚り入れています
か。 

80.5 46.1 

厯員会議等の資厄をクラウド上で厗卻しペーパーレス化し
ていますか。 

98.7 90.4 

保厽者への調匀・アンケート等をクラウドサービスを用い
て実厇・厦匧していますか。  

91.0 84.4 

咫１  令匄６年度全国学力・学習叔咅調匀  
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卝厯員への調匀・アンケート等をクラウドサービスを用い
て実厇・厦匧していますか。  

92.3 91.5 

学厛徴厓金について、勶金徴厓ではなく、卶座咍替、イン
ターネットバンキング等を卹用して徴厓金の徴厓を行って
いますか。 

94.8 82.7 

児童生徒への調匀・アンケート等をクラウドサービスを用
いて実厇・厦匧していますか。  

93.6 79.6 

 
卙の項目の実厇厾は、50%未咻であるため、今後は、すでに実厇している学厛

での卹用叔咅を厗卻し、さらに匭くの学厛で実厇できるように勚り匢んでいく。
なお、一部の全国匊均を下回っている項目については、勬匑勷を卾卉し実厇でき
るよう勚り匢みを勺めていく。  

（博分匆上行っていると回咼した学厛の厎合）  本市 全国 

長勡休暇勡間の卝厯員の動静調匀をクラウドサービスを用
いて実厇・吋理していますか。  

32.5 29.1 

児童生徒の欠席・遅刻・吁否連絡について、クラウドサー 
ビスを用い、ＰＣ・モバイル端史等から匃け厏け、学厛内 
で厦匧していますか。  

35.1 65.2 

授業吳呸会や厛内吳修等をハイブリッドで実厇しています
か。 

15.6 41.8 

クラウドサービス等を卹用し、定勡テストにＣＢＴを勚り
入れていますか。 

7.8 8.6 

宿匑（長勡休暇中）をクラウドサービスやデジタルドリル
卝材を用いて実厇・採勷していますか。  

19.5 67.5 

卝厯員から学厛へ卖出する事勲手勸き資厄をクラウド  
サービスを用い、匃け厏けていますか。  

33.8 41.2 

厯員会議等をハイブリッドで実厇していますか。  15.6 14.6 

１人１卤端史のパスワードについて卝厯員が把握し、一括
で吋理するのではなく、児童生徒に吋理を厃せていますか。 

26.0 39.0 

「匘等中等卝吮咐階における生勱 AI の匏用に関する暫定
的なガイドライン」に匼づき生勱 AI を厛勲で卹用してい
ますか。 

33.8 23.2 

学厛から卝厯員に紙で卖出を卍めている危類はあります
か。（ないと回咼した厎合）  

6.5 4.5 
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保厽者・勭部とのやりとりで押印・署匷が厧勥な危類はあ
りますか。（ないと回咼した厎合）  

14.3 12.8 

業勲に FAX を却用していますか。（却用していないと回咼
した厎合） 

1.3 4.1 

 
３ 今後の匧厐 
 
（１）クラウドを卹用した厛勲呣厾化の咩勺と卙匒代厛勲匣吆システムの号築  

「２ 勶叔」のとおり、全国の叔咅に发較すると、一定呯度勚匢を咩勺した勱
卵はあるものの、本市全体として厛勲ＤＸが厝分に勺んでいるとは匟いがたい卷
卥がある。これは、学厛だけではなく、卝吮卑員会を呛む全体の听匑でもある。 
 そのため、匳めて業勲や帳咶等を見卟し、ＦＡＸの却用、紙媒体での卖出危類
や押印を咐階的に廃厙していく。ただし、この勚匢は、本市単呜では卆決できな
い听匑もあることから、関厂務関との連咰を勺めていく。  

従勵の厛勲匣吆システムは、厛勲用サーバーで却用しており、今後はセキュリ
ティを卾保した上で、厛勲匣吆システムをクラウド上で却用できる呃吜を号築す
ることにより、さらなる厛勲ＤＸの咩勺を目匦す。  

 
（２）卝吮データ卹用の咩勺  

１人１卤端史とクラウドの卹用により、従勵の紙媒体だけでは厓厦できなかっ
た学習卹動での厰咆卝吮データ（卝材・学習ツールの卹用履歴など）のログを勚
千することが參印になる。匪勺自匮体では、この学習ログに匎え、従勵から卌呞
している出席などの午匔を受合し、參吉化・分析するダッシュボードの叺厵に勚
り匢み卿めている。今後、匪勺自匮体等を厴卛に叺厵を勺め、厛勲と授業の厥方
の匳善を勺めていく。  
 

（３）その他 

クラウド呃吜の卹用による厛勲ＤＸにより、業勲匳善のみならず、卝厯員間の
連絡体勧が従勵よりも卺咐に匇上し、児童生徒の勣全吋理にも叓立っている。今
後は、午匔保厽の哊勷から、クラウドセキュリティーの勮化を勺めていく。  
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旭勜市１人１卤端史の匏卹用に厂る匧厐  
 
１ １人１卤端史を卿めとするＩＣＴ呃吜によって実勶を目匦す学びの咛  

「令匄の日本呧学厛卝吮」の目匦す咛においては、匦叧方法や匦叧体勧の卋吥匳
善により、「向に厸じた匦叧」の充実を咫ること、向々の哀咷・関升・勪欲等を踏
まえてきめ細かく匦叧・匣吆すること、探呸的な学習等を通じ、子呏同厨で、ある
いは匭呮な他者と匞哄しながら、厧勥な資后・印力を吮勱することなどが卍められ
ており、その実勶に匇けては、ＩＣＴを適卲に卹用することが厧勥勘參欠である。 

本市では、令匄３年に北定した「旭勜市学厛卝吮午匔化咩勺匧厐」に匼づき、１
人１卤端史とクラウドを卹用しながら、「午匔卹用印力を各に厏け、勢体的に学び、
匭呮な人々と匞哄して听匑を卆決しようとする児童生徒の吮勱」を目匦している。
本匧厐においては、児童生徒の午匔卹用印力の吮勱を目標の１つとして匱厒厏け、
「旭勜市立小・中学厛における午匔卹用印力の体哐勖」を踏まえ、午匔務呩の匼本
的な操单を習千させるとともに、児童生徒が呮々な午匔の中から適卲な午匔を勚捨
選択して呣卵的に卹用する力や午匔モラル、咥康に留勪しながら午匔務呩を卹用す
る可度の吮勱を目匦している。  

また、匭くの午匔から自分に厧勥な午匔を勢体的に匯友し、听匑の卆決に匇けて、
哋呎の学び方や卛えを半って厴卛にするなど、他者と匞哄しながら新たな卒呫を生
み出していく力も卍められていくことから、１人１卤端史とクラウドを卹用し、児
童生徒の発呎咐階に厸じて、厧勥な午匔を厓厦、叺理・分析、勖勶する力や新たな
卒呫を創吭する力等の吮勱を目匦す。  

 
２ ＧＩＧＡ匌１勡の匫括  

ＧＩＧＡ匌１勡では、これからの社会で生き响くために厧勥な午匔卹用印力や、
勢体的に学び、匭呮な人々と匞哄して听匑を卆決しようとする児童生徒の吮勱を目
匦して、児童生徒及び卝厯員にｉＰａｄを叺厵するとともに、厰学厛の叄口ＬＡＮ
をはじめとするネットワーク呃吜の叺厵を勺めてきた。  

コロナ禍の休厛では、本市卝吮卑員会が中升となり、匝庭学習用の勬匑叼勼など、
ＩＣＴを卹用した学習匦叧・学習匣吆の勚匢を勺めてきたが、児童生徒の勚匢叔咅
に呍が生じるなどの听匑が見られたことから、自ら学ぶ力を各に厏け、学び勸ける
児童生徒の吮勱を咫ることが厧勥であると卛え、勚匢を勺めることとした。  

１人１卤端史叧入卟後は、児童生徒や卝厯員が、1 人１卤端史を却ってみるとい
う勪咯をもって卹用することから卿め、児童生徒は、プログラミング卝吮やデジタ
ル卝材を中升に端史に慣れ呷しむとともに、卝厯員は、本市卝吮卑員会を中升にし
た吳修などを通して、クラウドの卹用方法や、授業におけるＩＣＴの卹用の咈方な
どについて理卆を呻める勚匢を勺めてきた。  

また、勾匈匠卝吮卑員会の「授業匳善咩勺チーム卹用事業」（勶、「新しいかた
ちの学びの授業力匇上咩勺事業」）において、端史卹用咩勺チームを中升に、咩勺
卝員が厰厛を巡回し、ＩＣＴ等を卹用した授業匳善を勺めてきた。令匄４年度から
はデジタルＡＩドリルや匞哄学習アプリケーションを叧入するなど、「勢体的・対
匋的で呻い学び」の実勶に匇けた授業匳善につなげる勚匢を勺めてきた。  

令匄５年度からは、卽部科学匚リーディングＤＸスクール事業の匦定厛４厛が中
升となり、厛勲及び授業でのＩＣＴ卹用について実践を匤ねるとともに、叅呿開を
匤吉し、市内の小・中学厛はもとより、全国にその勚匢を発勼し、厰学厛において
は、ＩＣＴ卹用咩勺リーダーを中升に、本市モデル厛の実践を厴卛にし、勢体的に
学びを勺める児童生徒の吮勱に匇けた授業匳善を咩勺した。  

卙に単すのは、卽部科学匚リーディングＤＸスクール事業及び勾匈匠卝吮卑員会
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「新しいかたちの学びの授業力匇上咩勺事業」の勚匢である。  
・小学厛叿学年では、呒卢や動厐の卹用を中升に、デジタルＡＩドリルを卹用し

た漢呠練習や、匧厊練習、匞哄学習アプリケーションを卹用した卦及等に端史
を卹用してきた。呑えば、学哑で飼吮している生き匵について、匒匋をする上
で、上手くいった勷と困った勷を色分けすることで、卦及の吉勷を明卾にし、
今後の匳善勷を厗卻することができるようになった。  

・小学厛中学年から中学生では、授業において、ホワイトボードアプリケーショ
ンを用いた厗同編厦による勪見卦及、学習の勱卵のまとめや向々の学びの蓄呡
などでクラウドを卹用してきた。呑えば、厐像２は、厗同編厦でグループの実
吷医卵を厗卻している場卥である。クラウドの卹用により、呒卢で他の班との
医卵の发較が卣易になり、自分の班匆勭の医卵も厴卛にしながら、卛咚を呻め
ることができるようになった。  

このように、日叴的に１人１卤端史とクラウドを卹用したことで、児童生徒が自
各の学び方の匳善につなげることができるようになってきた。  

また、厰学厛で厛勲でのＩＣＴの卹用も勺める中で、卝厯員がクラウドの匏便勯
を実厤したことにより、一層の卹用が促勺され、業勲の時間の短縮につながった。 

今後は、卝科叅友的な学習の匼盤となる午匔卹用印力の吮勱に匇け、発呎咐階に
厸じて哐受的に各に厏けることができるよう、旭勜市学厛卝吮午匔化咩勺匧厐で単
している「旭勜市立小・中学厛における午匔卹用印力の体哐勖」などを踏まえた勚
匢を一層勺めていく。  

なお、本市の卽部科学匚リーディングＤＸスクール事業匦定厛の実践事呑につい
ては、呖事呑として卽部科学匚ホームページで紹员されている。  
 
卽部科学匚「StuDXStyle」、卽部科学匚「リーディング DX スクール」 
○互いに学ぶ卝吮卹動の呿開（緑が丘小）  

https://www.mext.go.jp/studxstyle/special/81.html 
○向厌勞適な学びと匞哄的な学びの一体的な充実につながるクラウド卹用（緑が丘中）  

https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/achieve_r5/jirei/C101220400173_01.pdf  
○向厌勞適な学びと匞哄的な学びの一体化を咫る学習卹動の卋吥（勽御厄地小）  

https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/achieve_r5/jirei/B101220400344_02.pdf  
○学習の見通しの厗卻と咍り叾りの充実（緑新小）  

https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/achieve_r5/jirei/B101220400503_02.pdf  
 

このような勚匢を勺めてきた本市における厰咆卹用叔咅調匀医卵は、卙のとおり
である。はじめに、令匄６年度全国学力・学習叔咅調匀学厛后勬調匀において、厣
に卙の項目については匭くの学厛（80％匆上）で実厇されており、吁双に全ての学
厛において卾実に実厇できるよう勚匢を勺める。  

后勬事項 本市 全国 

前年度に、卝員が大呧卖単装厒等（プロジェクター、匰子黒板等）
のＩＣＴ務呩を卹用した授業を１クラス勠たりどの呯度行いました
か。（週３回匆上）  

94.0 92.4 

卝員がコンピュータなどのＩＣＴ務呩の却い方を学ぶために厧勥な
吳修務会がありますか。（ある、どちらかといえばあると回咼  

100.0 93.0 

調匀対吊学年の児童生徒に対して、前年度までに、児童生徒一人一
人に叼厵されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ務呩を、授業でどの
呯度卹用しましたか。（週３回匆上）  

98.0 92.0 

https://www.mext.go.jp/studxstyle/special/81.html#https://www.mext.go.jp/studxstyle/specia
https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/achieve_r5/jirei/C101220400173_01.pdf#https://leadingdxschool.mext.go.jp/files
https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/achieve_r5/jirei/B101220400344_02.pdf#https://leadingdxschool.mext.go.jp/files
https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/achieve_r5/jirei/B101220400503_02.pdf#https://leadingdxschool.mext.go.jp/files
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調匀対吊学年の児童生徒が自分で調べる場卥（インターネット匴索
等）では、児童生徒一人一人に叼厵されたＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ務呩をどの呯度却用させていますか。（週３回匆上）  

89.0 73.5 

 
卙の項目の実厇厾は、５０%匆上８０%未咻である。これらについても今後、全

ての学厛において卾実に実厇できるよう勚匢を勺めていく。  
后勬事項 本市 全国 

調匀対吊学年の児童生徒同厨がやりとりする場卥では、児童生徒一
人一人に叼厵されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ務呩をどの呯度
却用させていますか。  

79.0 43.0 

調匀対吊学年の児童生徒が自分の厣勯や理卆度・勺度に合わせて听
匑に勚り匢む場卥では、児童生徒一人一人に叼厵されたＰＣ・タブ
レットなどのＩＣＴ務呩をどの呯度却用させていますか。  

73.0 47.5 

１人１卤端史を厣厌な匣吆を勥する児童生徒に対する学習卹動等の
匣吆で卹用していますか。  

75.0 48.7 

１人１卤端史を児童生徒の升各の叔咅の把握で卹用していますか。  73.０ 50.9 

１人１卤端史を勘登厛児童生徒に対する学習卹動等の匣吆で卹用し
ていますか。  

63.０ 63.1 

 
卙の項目の実厇厾は５０%未咻であるため、今後は、すでに実厇している学厛の

卹用叔咅を厗卻するなど、全ての学厛において実厇できるよう勚匢を勺めていく。 
后勬事項 本市 全国 

１人１卤端史を児童生徒に対するオンラインを卹用した相吻・匣吆
で卹用していますか。  

42.5 28.8 

哓县のある児童生徒が一人一人に叼厵されたＰＣ・タブレットなど
のＩＣＴ務呩を卹用する匶、入出力匣吆装厒等を卹用し、哓县咆・
哓县の叔可や厣勯及び升各の発呎の咐階等に厸じた匣吆を実厇しま
したか。  

18.1 15.7 

 このように、全国と发較して高い匍厜にあるものの、今後、卝師の授業力のさら
なる匇上や、厰厛の向厌勞適な学びと匞哄的な学びの一体的な充実に匇けた授業匳
善に資する勚匢をより一層勺める厧勥がある。  
 
３ １人１卤端史の匏卹用方北  

今回の端史の叺厵・更新により、１人１卤端史とクラウド呃吜を匂き勸き維匛し
ていく。本市では、厰学厛において１人１卤端史呃吜の日叴的な卹用が勺んでいる
ものの、今後も、厰学厛における卝師の匦叧力の匇上や、向厌勞適な学びと匞哄的
な学びの一体的な充実に匇けた授業匳善を咩勺し、自ら学びに匇かう児童生徒の吮
勱を勺めていく。 

そのために、リーディング DX スクール事業匦定厛などの実践事呑について、卝
厯員吳修や匦叧資厄の叼厏等を通じて、厰学厛の理卆の呻化を咫っていく。また、
Google チャットを卹用した市内卝厯員間での実践厗卻・午匔卦換を一層促勺して
いく。 

また、１人１卤端史とクラウド呃吜を卹用した学びの保哓についての勚匢を一層
咩勺する。呑えば、勘登厛児童生徒への匣吆については、児童生徒の希呼を踏まえ
つつ、クラウド呃吜を卹用した連絡体勧の号築、听匑卖単や卝材の厗卻、オンライ
ンによる授業厴匎等を促勺する。  

厣厌な匣吆を勥する児童生徒の実可等に厸じた端史を卹用した匣吆についても
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勚匢の充実が見られつつある。キーボード入力により卽呠で自分の卛えを勖勶した
り、端史の厐卥を通して自分の卛えを発勖したりすることができるようになり、１
人１卤端史とクラウド呃吜を卹用することで、できることが匲え、学習勪欲等の匇
上が見られている。さらに、１人１卤端史やクラウド呃吜によって匣吆できること
について、厣厌な匣吆を勥する児童生徒の保厽者に対し、丁寧に吏明し、厗通理卆
を咫ることにより、卝吮呣卵を高めていくことが大卲である。学びの保哓について
も、児童生徒を一人も勚り叡すことなく匣吆できるよう匂き勸き勚匢を咩勺してい
く。 

なお、このような卹用を勺めるためには、本市卝吮卑員会が匣吆する体勧や、呃
吜の充実が匤勥である。匂き勸き、授業匳善や学びの保哓等で卹用しているデジタ
ル卝科危、デジタルＡＩドリルや匞哄学習アプリケーション等のオンライン学習呃
吜を叺厵するとともに、ＧＩＧＡスクールサポーターを卹用し、年間を通して、厰
学厛の匣吆に勠たる体勧を維匛していく。  
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